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心 の 糧

セ オ ドア ・Ｍ ・バ ー トン長 老

現 在，世界 が必要 と して いる ものは，神 のみ こころ．を知 り，

権能 と権威 を持 って神 の御名 によ り語 り， 「か くの如 く主言

いた もう」 と言 うことので きる真実の予言者 の指 示であ る。

その 日はす でに到来 して いる。それは，人 の知恵 に よって

来 たのではな く， ニ ュー ヨークに住む少年 ジ ョセ ブ ・ス ミス

の素朴 な祈 りの答 えと してや って来 た。彼 はパルマイ ラの近

くの森 に入 り，神 に素朴な質問を発 した。 「どの教会が真実

なのですか 。」 この少年 は， よもや慈悲 と温情 に満 ちた新 し

い神権時代が始 まろうとは，夢に も思っていなか った。 当時

地上 には， ジ ョセ ブの質 問に答 える ことので きる生 ける予言

者はいなか った。神御 自身 が答 えるのでなければ， その質問

に答 え る方法 がなかったのである。

その素 朴な祈 りに答 えて，御二方が ジ ョセブ ・ス ミスの前

に現 われた もうた。御一方が 口を開 き，他の御一方を指 して

ジョセ フに言 われた。 「こはわが愛子な り，彼 に聞け」。 （ジ

ョセ フ ・ス ミス ２ ：１７）それ は，復活 し，今なお生 け る神の

御子 イエス ・キ リス トで あった。イエスは， ジ ョセブに指示

を与 え，神 に関す る真の知識を伴 った新 しい神権 時代 を開か

れ たので ある。 またジ ョセブに，当時，・イエスの御 名によっ

て語 る権能を持つ教会 は地上 に存在 しない と告 げ， さ らに，

適当な準備 と神権授与 の後， ジ ョセ ブは今 日連綿 として世 々

連 らなる予言者の最初の者 とな り，い に し え の予言者 の如

く，人類 に指示を与え，祝福 を与 え ることに な ろ う と告げ

た。

神が生 きた もうことを， またイエス ・キ リス トが神の生け

る御子 であ り，救 い主 であ り，主 であ り，王で あることを私

は証す る。 イエス ・キ リス トが，今な お生 け る予言者 を通 じ

て，今 の世 の人 々に語 ってお られ ると証す る。 メルケゼデ ク

神権 は，あ らゆる権威 と権能 を備 えて再び地上 にあり， そ し

て 「か くの如 く主言 いたもう」 と言 うことので きる真 の使徒

と予言者が，今 日も生 きてい ることを証す る。

私 は この証を， イエス ・キ リス トの御名 によ って申 し上 げ

る。 アーメン。
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今 月 の 表 紙

今 月 の 表 紙 は ， 祝 福師 ジ ョセ ブ ・ス ミス ・シ ニ ア の 妻 で あ り， 予 言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミス ・ジ ュ ニア の 母 で あ る ルー シー ・マ ック ・ス ミ

ス の ，４５な い し５０歳 頃 の 姿 を 描 い た もの で あ る。 裏 は ， ク モ ラの 丘

に行 った ジ ョセ ブ ・ス ミス ・ ジ ュニ ア の帰 りを待 つ ス ミス家 族 。 教

会 成 人 用 機 関 誌 （英 語 ） 「エ ンサ イ ン」 の デ ザ イ ナー ， ハ ワー ド ・

ポ ス トの作 。



雛 の臨
末 日聖徒イ エス ・キ リス ト教 会東京 デ ィス トリビューシ ョン
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Ｊ ・トーマス ・ファイアンズ （内務 伝達部長 ）， ジ ョン ・

Ｅ ・カー （配送 ・翻訳部長）， ドイル ・Ｌ ・グ リー ン （教

会誌編集主幹）， ダニエル ・Ｈ ・ラ ドロウ （教育 資料担 当

主幹）

統一誌編集主幹

ラ リー ・ピラー

日本語 コーデ ィネー ター

八木沼修一

ローカル編集

高木まりゑ

今月 は，１８３０年 ４月 ６日の末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会

設立を記念す る月 であ る。 ６名 の正会員 によ り始 め られ た こ

の教会 も全世界にわた る組 織 とな り， その会員数 は ３００万 を

越 えるまで にな った。１９６０年ふ ら１９７２年 までの１２年間 におけ

る教会総会員数の増加 は９４パーセ ン トで，合衆 国以外 の平均

を とると ２５０パ ーセン トの増 加 とな る。

キ リス トの真の教会への背教 とそれに続 く回復 と発展 は，

新 旧約聖書双方 に予言 されてい る。今月号 の最初 の記事 は，

これ らの予言 の数 々とその成就 についての リグ ラン ド・リチ

ャーズ長老 の説教で ある。

また今月号 に 「偉大 な信仰の人 ：ル ーシー ・マ ックス ・ミ

ス」 を掲載で きる ことは喜びで ある。 これは一個 人を通 して

見た教会歴史 とも言 うべ き もので，かの予言 者の母であ る偉

大 な女性 の物語 として書かれて いる。回復の数多 くので きご

とが彼女 の 目を通 して描かれ， また予言者 ジ ョセブ ・ス ミス

の家 庭生 活について も触れ ている。

さらに， ブルース ・Ｒ ・マ ッコ ンキー， セオ ドア ・Ｍ ・バ

ー トン， ジョセブ ・ア ンダーソ ン各長老 の力強い説教 も，読

者 の信 仰を鼓舞す るであろ う。

「与 え られてい るものを活用 しなさい」 と 「無公害に挑戦 す

る水 素エ ンジ ン」 はだれに も興味 ある記事で あるが，特 に若

い方 々に喜ばれ ると思 う。

聖 徒 の 道 ４ 月 号

発 行 所 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会

東 京 デ ィ ス トリビ ュー シ ョン ・セ ン ター

東 京 都 港 区 南 麻 布 ５－ ８－ １０

定 価 年 問予 約 １，３００円 １部 １３０円

ｉ４５
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百
ノ 、 の 教 会
一 大背教と回復に関する予言について一 一

ジ ョセブ ・フ ィールデ ィング ・ス ミ

ス大 管長 は， 「主 の御 業は勝利 を得 る

であ ろう。地 ．ヒのいかな る力を もって

して も，真 理が広 ま り， あ らゆ る国に

福 音が伝え られ るのを妨 げ ることはで

きない」 と言 われた。

スミス大管 長は， さろに加えて 「福

音は 荏み 行き， やがて全比 を蒲たす で

あろ う」と言われた。福音が進み 行き，

全地 を満 たす とした ら， その全地 に荏

み 、」く業 を助 け るにあたって，家族 と

共に私た ち末 日聖徒 に課せ られ た責任

は何 と大 きい ことであろ うか。今 日の

世界 にあ って，まだ この教 会の会員 で

はない隣人や友 人に，福音 の回復 を証

す ること程，価値 があ ると言 われるメ

ッセージはないｏ

古 代の使徒ペ テロの言葉 を考 えてみ

たい。彼 は当時の聖徒 たちに向かって

こう語 ってい る。

「……あなたがた は
，選ばれた種 族，

王国の神権者 ，聖 な る国民，神 につけ

る民で ある。 （なぜか ？） それによっ

て，暗やみか ら驚 くべ き栄光 に招 き入

十二使徒評議員会会員

リ グ ラ ン ド・リチ ャー ズ

れて下 さったかたのみわざを， あなた

がたが語 り伝 え るためである。」 （欽定

訳 １ペ テロ ２ ：９）

本 大会で私 たちが受 けてきた勧告 は

イエスが言 われたよ うに，光 を人 々の

前 に輝か し，人 々が私 たちのよい行 な

いを見て，天 にいます私 たちの御父 を

あがめ るように しな さい， とい うこと

であ る。 （マタイ ５ ：１６参照）

パ ウロに よれば 「……信仰 は聞 くこ

とに よるのであ り， 聞 くことはキ リス

トの言葉か ら来 るのであ る。」（ローマ

１０：１７）

「しか し……宣 べ伝 え る者が いな く

ては， ど うして聞 くことがあ ろうか。

つかわ され な くて は， どう して宣べ伝

え ることが あろ うか 。」 （ロー マ１０：１４

－ １５）

それ ゆえ，教会員 には， この神権 時

代 に地上 に真理を回復す るにあた って

主 がなされ た御業を，全世界 に向かっ

て証す る偉大 な責任が課せ られている

のである。

イエスが，弟子た ちか ら再降臨の し

る しにつ いて尋ね られた とき，戦争 と

戦争 の うわ さが あり，疫病 があ り，地

震 があ り， ききんが あり，そ して国が

国に敵対 して立 ち上が るであ ろうと教

え られ た ことを， あなた方は覚えてい

るであろ う。 そのときさ らに イエスは

言 われ た。

「そ して この御国の福音は
，すべて

の民 に対 してあか しをす るために，全

世 界に宣べ伝 え られ るで あろう。そ し

てそれか ら最後が来 るのであ る。」 （マ

タ・イ２４：１４）

イエスの言われた御国の福音を見い

だす ためには，人 はど こに目を向けれ
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ぱよいので あろうか。それは人の聖 句

の解釈 によるのではな く，イエスが十

二使徒た ちに与 え られた ような神 か ら

の力の宿 るところにであ る。 その とき

・ｆエスは この ように言 われた。

「あなたがたがわた しを選 んだ ので

はない。 わた しがあなたが たを選んで

按手聖任 したのである。」（欽定訳 ヨハ

ネ１５：１６）

「……そ して， あなたが地上 でつな

ぐことは，天で もつながれ……」 （マ

タノｆ１６；１９）

だれで も教会を組 織 し，聖 句のある

箇所を抜 き出 して， それを教会 の基礎

とす ることがで きる。 しか し， いか に

して枯 れ木 か ら生 きた枝 を取 ろ うとい

うのだろ うか。主 の御名 によって行な

う権威 と権能 を， どのよ うに して取 り

入 れよ うとい うのだ ろ うか。

それ は正式 に任命 されていなければ

市長や，知事，大統領の職 務を代行 で

きないのと同 じことであ る。また，天

父 の王国 において も，それを伝 え る権

利 を持 った人に よって神か らの権能 が

与 え られ るのでなければ， いかなる仕

事 もな しえないのであ る。

それゆえ，私たちは福音 の回復 の証

し人 と して ここに立 ち’ キ リス トが生

きてお られ，天父 が生 きて お られ，御

二方が地上 を訪れ られ た ことを知 って

い る， と全世界 の人 々に向か って証を

述 べるのである。予言者 ジ ョセブの こ

とを歌 った歌 にあるように，彼 は，数

ある教会 の うちどの教会に加入すべ き

か と尋ね， どの教会に も加入 してはい

けない，彼 らは人の戒 あを教 え として

教えてい るか らであ ると言 われ た と宣

言 した。

人 々が少 し心 を開き さえす れば， ど

こで真理 を見つけ うるかさ して困難 な

く知 ることができるよ うに私 には思え

る。 もちろん，私 たちは真理 の探究の

際 に，聖書 をそのガイ ドと して使 う。

いつ も私 の印象 に鮮か に残 ってい るの

は， オル ソ ン ・Ｆ ・ホイ ッ トニー長老

の経験で ある。彼 は十二使徒評議員会

の会員で あり， ある大会の席上， この

経験を述べ られた。私 は彼 の言葉 を読

んでみたい と思 う。

「しば らく前 の こと
， ローマ カ トリ

ック教徒 の学者 がユ タ州 に来 て， ソル

トレー ク ・タバナ クルで演説 した こと

があった。私 は彼 とだいぶ親 しくな り

自由に率直 に意見を とりかわ した。そ

の人 は， たぶん１２力国語 も話 せ るよう

な学者で，神学，法律，文学 ，科学，

哲学な どに も通 じて いた。あ る日，彼

は私 に次の ように言 った。ｒあなた方モ

ル モンはある意味では無知 な人 です。

なぜな ら，今 あなた方の占めている立

場がいかな るものか御存知 ないか らで

す。全 キ リス ト教会 の中 で存在す る理

由があ るのは， カ トリック教会以外 は

あなた方 モルモ ン教会だ けなのです。

問題 は カ トリックとモル モンの間の こ

とだけです。我 々が正 しければあなた

方が まちが ってお り，あなた方が真 な

らば我 〃は偽 りです。問題はそれで終

わ りです。 プロテス タン トは存在す る

意味は ありません。なぜな ら， もし我

々がまちが っていれば，彼 らは我 々か

ら分かれたのですか ら我 々 と同 じよう

にまちがってお り，一方我 々が正 しけ 、

れば，彼 らはずっ と前 に我 々か ら離れ ．

去 って背教 したのです か ら真 の教会 と

は言 えませ ん。 もし我 々が いつ も主張

しているよ うに，使徒ペ テ ロか ら神の

力が （神権の鍵 と も言 える もの）継承

されて いるな ら， ジ ョセブ ・ス ミスや

モル モ ン教徒の必要性 は認め られませ

ん。 しか し我 々がその ような力を持 た

ないな らば， ジ ョセ フ ・ス ミスのよ う

な人が必要 にな り， モルモ ン教徒 の存

在理 由が明 らかになる故 に，要 は福音

がキ リス トの時代 か ら現代 まで の永 い

間変え られないで続 いて きたか， それ

ともそれが変 え られ たた めに末の 日に

新 しく元通 りに回復 され ねば な らなか

ったか という問題 に落 ち着 くのです 。」

（リグラ ン ド・リチャーズ著 「奇 しき

みわ ざ」 Ｐ． ２， ３）

一読 して
， しば し考えてみれば，再

降臨の前 に，すべての民 に対 して証 を

す るために全世界に宣 べ伝 え られ るで

あろうと・ｆエスの言 われた， その永遠

の福音 を見 いだそ うとす る者 は皆，今

読 んだ この話が正確 に的 を射 ていると

結論せ ざるを得 ないで あろ う。

だれ で も聖典 を研究すれば，予言者

たちの述べ た初期の教会か らの背教 に

つ いて知 るで あろう。黙 示者 ヨハ ネが

バ トモス島 に追放 された とき，主 の天

使が彼の前 に現 われて， 告げた。 「こ

こに上 って きな さい。 そ う した ら， こ

れか ら後に起 るべき ことを，見せ てあ

げ よう。」 （黙示 ４ ：１）

それか らヨハネに，天上 の戦 いか ら

最後 の場面 に至 るまでの あ らゆる もの

が示 された。また，聖徒 に戦 いをい どむ

ため， サタ ンに力が与え られ る （聖 徒

とはキ リス トの教会でキ リス トにつき
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従 う人 たちで あった） のが示 された。

さ らに天使 は，すべてめ部族，民族 ，

国民 を支配す る力がサ タンに与 え られ

た と告 げた（黙示 １３：７参照）。では，

福音 が聖ペ テ ロの時代か ら現代 まで，

ず っ と続 いて ある とした ら，なぜ聖書

に このよ うな言葉が あるのだ ろうか。

パ ウロは当時 の人 々に絶 えず警告を

発 して， まず背教 の ことが起 こり，そ

して不法 の者 が現 われ るまで は， イエ

スの再降臨 を追 い求 あてはな らない。

（皿テサ ロニケ ２：１－ ４参照） とさ

と していた。他の予言者たち も同様 に，

国に ききんが起 こることを言明 して い

た。予言者 アモスは語 っている。

「主な る神 は言 われ る， ｒ見 よ，わた

しが ききんを この国に送 る日が来 る。

それ はパ ンの ききんではない，水 にか

わ くので もない，主の言葉 を聞 くこと

のききんで ある。彼 らは海 か ら海 へ さ

まよい歩 き，主の言葉を求 めて， こな

たか なたへ はせ まわ る， しか しこれを

得 ないで あろう。」（アモス ８ ：１１，１２）

なぜか。地上 には見 いだせな いか ら

である。

もし福音 が地上 にず っ と続 いて ある

と レた ら，主 の天使が ヨハネの前 に現

われて， サ タンが聖徒 たちに戦 いをい

どみ，すべての部族，民族， 国民 に打

ち勝 つ ことを示 した とき，天使 は 『た

だ し，永遠の福音 を保 ち続 けた者 もい

た」 と例外をっけ加えなければな らな

か ったであ ろう。 これ こそ，当時，真

理が地上になか った ことの証拠 にほか

な らな い。

聖典 は，末 日におけ る回復の約束 で

満 ちて いる。私 の好 きな言葉 は，ペ ン
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テコス テの 日の後，ペ テロがキ リス ト

を死 に追いや った者 たちに向か って語

った言葉で ある。

「だか ら
， 自分の罪をぬ ぐい去 って

いただ くため に，悔 い改めて本 心に立

ちか え りなさい。

それ は，主 のみ前 か ら慰めの時が き

て， あなたが たの ため にあらか じめ定

めてあったキ リス トな るイエスを，神

がつかわ して下 さるた めで ある。

このイエスは，神が聖な る預言者た

ちの口を とお して，昔か ら預言 して お

られた万物更新 の時 まで，天 にとどめ

ておかれねばな らなか った。」 （使徒 ３

：１９－２１）

もしペテ ロが神 の予言者 であるな ら

私たち も世 の人々 も， 回復 （改革で は

ない）の伴 わないキ リス トの再降臨 に

は，期待を寄 せ ることができないわけ

で ある。家の改造 と新 築の間には大 き

な相違があ る。私 の知 ってい る限 りで

は，私の携わ った伝道活動の中で， 世

の始 ま り以来のすべての聖な る予言 者

たちの口を通 して予言 されていた，万

物更新 を主張 してい る教会は この教 会

以外地上 には存在 しない。

聖歌隊 によって歌われた この天父 と

御子 の訪れ に引 き続 いて， モロナイの

訪 れがあった。彼 はキ リス トの時代 よ

り ４００年 くだって この地上 に住んだ予

言 者であ り， またモルモ ン経翻訳 の原

版 を携 えて きた予言者 である。

イエスの証のゆえに首 を打 たれ たバ

プテス マの ヨハ ネが，復活 して戻 って

来て，罪の赦 しのために水 に浸 め られ

るバプテス マの権能 を持 つ アロン神権

を， ジ ョセフ ・ス ミス とオ リバー ・カ

ウ ドリに授 けたの また彼 は，やがて メ

ルケゼデ ク神権 も回復 され，そ の神権

は，聖霊 の賜 を授 けるために按手礼を

施す権能 を持 っている と告 げた。

主イエス ・キ リス トの使徒で あ り，

変貌の 山で主 と行 動を共 に した，ペ テ

ロ， ヤコブ， ヨハ ネが現 われ， メル ケ

ゼ デク神権を回復 した。 どれだけお金

を積んだ ら，天父 の子供 たちにとって，

これ ら一連ので きごとほ ど意 味を持 つ

ものを買 う ことがで きるであろ うか。

そ して，私 たちひ とりび とりに，私 た

ちの家族 に，友 に，そ して愛す る人 々

に， こうした聖 なる天使たちの訪 れの

よ うな ことが起 こるで あろうか。

しか も，これだけではない。 その後，

マ ラキの予言 した予言者エ ライ ジャの

訪 れがあった。主の大 いなる恐 るべ き

日が来 る前 に，彼 の訪れがな ければ，

主 の降 臨の折，全地が荒廃 と化すで あ

ろう， と予言 したあの予言者で ある。

マラキの言葉 を読 もう。

「彼 は父 の心 をその子供 たちに向け

させ，子供 たちの心 をその父 に向 けさ

せ る。 これ はわた しが来 て， のろいを

もって地を撃つ ことのないよ うにす る

ためで ある。」 （欽定訳 マ ラキ ４ ：６）

この聖句 に主が御旨の奥義 を示 され

た， と使徒 パウロが言 った ときのパウ

ロの言葉を理解す る鍵 が ζ：の聖 句にあ

る。

「それ は
，時満 ちたる神権 時代に実

現 されるご計画 にほかな らな い。それ

に よって，神 は天 にある もの地 にある

ものを， ことご とく， キ リス トにあっ

て一つに帰 せ しめ ようとされ たので あ

る。」 （欽定訳エペ ソ １ ：１０）



私 たちは時満 ちたる神権時代 に住ん

でお り，エ ライ ジャの訪 れに よって，そ

の使命 の鍵が もた らされ た。 ここに，

私 たちが聖 なる神殿 を建築す る理由が

ある。 そのために，私 たちには この偉

大 な系図 プ ログラムが あるので あり， ・

同 じ様 なプ ログラムは，世界の ど こを

捜 して も見 いだせ ないので ある。そ し

て， その予言者た ちは， この聖 な る予

言者 の訪れを予見 して いたので ある。

ヨハ ネはバ トモス島 にい る間，聖徒

たちに戦 いを いどんで，彼 らを足下 に

踏み に じるためにサ タンに与 え られた

力だ けを見たので はない。彼 は 「もう

ひとりの御使が中空を飛 ぶのを見た。

彼 は地に住 む者， すなわち， あ らゆ る

国民，部族，国語 ，民族 に宣 べ伝 え る

ために，永遠 の福音 を」たず さえてき

たのであ る。 （黙示 １４：６）

もし福 音が続 いて存在 していた とす

れば， こので きご とは必要 なか ったは

ずであ る。 さらに ヨハネは言 った。

「神 をおそれ
，神 に栄光 を帰せ よ。神

の さばきの時がきたか らで ある……」

（黙示 １４：７） そ して，私 たちの生 き

てい るのが， その神 のさば きの 日な の

である。

さ らにつけ加 えて言 った。 「……天

と地 と海 と水 の源 とを造 られ たかたを

伏 し拝 め。」 （黙示１４：７）

ジ ョセフ ・ス ミスが驚 くべ き示現 を

受 けたその時代に は，天 と地 と海 と水

の源 とを造 り，また人を御 自分 のかた

ちにかた どって造 られた神 を拝 んでい

る教会 は，地上 には存在 しなか った。

入 々は， ど こに で も存 在 す る， あ る

「霊的実在」 を拝 んで いた ので ある
。

人 々の描 く神 は，体 な く，手足な く，

感情 もな く，果 て しな く高 い王座 に座

している， とい う神で あ り， それが人

の筆 による 「無」 とい うものの最上の

説 明だ ったので ある。 も し体がな いと

した ら， ど うして話すのか。 どう して

聞 くのか。 どう して理解 し，言葉を交

わせ るので あろ うか。

モーセは， イス ラエル の人 々を約束

の：地に導 いて いるとき， この ことにつ

いて語 った。 モーセは，彼 らがそ こに

長 く留 まる ことはな く，国々の間に散

らされ るで あろう， と言 った。そ して

続けて言 った。 「その所であなたがた

は人が手で作 った，見 ることも，聞 く

ことも，食べ ることも，か ぐこともな

い木や石 の神 々に仕え るであ ろ う。」

（申命 ４ ：２８）

これ こそ，ジ ョセ ブ ・ス ミスが驚 く

べ き示現 を受けた当時，世 の人 々の礼

拝 していた神 なのであ る。

しか し， モーセの見たのは これに と

どま らなか った。彼 は，末 の 日 （私 た

ちの生 きているのが， その末 の 日であ

る） に，主 の民 が主 を求 めるな らば，

確 かに主 を見 いだす， とい うことを知

っていたのである （申命 ４ ：２９参照）

そ して，ジ ョセ ブ ・ス ミスは，ヤコブの

「あなたがたの うち知恵 に不足 して い

る者 があれば， その人 は， とが めもせ

ず に惜 しみな くすべて の人 に与 える神

に願 い求 めるが よい。 そうすれば，与

え られ るで あろう」（ヤコブ １：５） と

いう訓戒 に答 えて， モーセの勧告の と

おり，行 って主を求めたので ある。 こ

う して彼 は，真 実の生 け る神を見いだ

した。私 たち はこので きごとに関 し，

世 界のあ らゆ る人 々に対 して述べ る証

を持 ってい る。

私 は使徒 パ ウロが イエス と彼 の十字

架 にかけ られた こと以外 は知 るまい と

決心 した ときに言 った言葉 を考 えてみ

たい。 （１コリン ト２ ：２参照） それ

は， パ ウロが古代 の予言者 たちを知 ら

ず， その予言 の書 を読 まなか った， と

い う意味で はな く，新 しい時代が来た

とい うことなのである。

予言者 たちの予言 して いた神の御子

は，すで に来て お られた。更 にパ ウロ

は語 って いる。，「… …わ た しは，そ う

せず にはお られ ないか らで ある。 も し

福音を述べ伝えないな ら，わた しはわ

ざわいで ある。」 （１コ リン ト９ ：１６）

同 じ意味で，私たちは，人の子 御 自

身 によって もた らされた福音の回復の

こと以外 は知 るまい。そ うすれば， こ

の神権 時代の予言者 たちか ら離 れ るこ

とはないで あろう。 も し私 たちが この

驚 くべ き真理 を世の人 ４ と分 ち合わな

いな ら，わ ざわいがあ るように。

兄弟姉妹 たち よ，私 は， これが永遠

の父な る神 の御 業であ ることを知 って

い る。今 日の世 界で最 も偉大 な進展 を

してい るのであ る。 この世に住 む正直

な男女 で，主 を心か ら愛 しなが ら， こ

の教会 に加入 しようとしない者 はいな

い。時 間をか けて， この教会 の何 たる

か を見 いだ し，永遠 の父 な る神 に尋 ね

れ ば，神 は決 して誤 って導 くことはな

いであろ う。

これ こそ私が あなた方 に述べ る証で

ある。私 は この証を，主 イエス ・キ リ

、ス トの御名 によって 申 し上げ る。 アー

メ ン 。
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偉大な信仰の人

ル ー シ ー ・マ ツ．ク ・ス ミ ス

ジ ェ イ ナ ン ・ペ イ ン

頭上の雲の切れ目からまばゆいばかりの一条の光が射 して

かなたの緑の森を くっきり照 らし出した。ルーシーは少年ジ

ョセブがたった今話 してくれた栄光に輝 く，天父 と御子の示

現について思いめ ぐらしていた。

彼女の胸は喜びと期待にふくらんだ。 というのもルーシー

や夫ジョセブにとって，貴重な霊的経験は目新 しいものでは

なかったからである。老いたルーシーは，父 ソロモン・マッ

クも祈りが答えられたと証 していたことを思い浮かべた。愛

する夫のジョセブは，幾度 も霊的な，意味ある示現や夢を見

る機会に恵まれていた。ルーシー自身 も，夫が真理を見いだ

せるように森 に入ってひざまずいて主に祈ったことがあり，

美 しい示現を見て心に平安を受けたのだった。また，２７歳の

ときに肺病で死の寸前 まで追いこまれたときには，いやしを

求める信仰の祈 りが応えられ，生きながらえて家族の世話が

できるに違いないという確信を得たのだった。

これ らの経験はみな，天父とイエス ・キリス トがルーシー

の息子に現われることの，いわば序曲であった。 ようやく彼

女の霊的な願いが実現 しようとしていた。彼女の全身全霊が

「確かにこれは真実だ」 と叫んでいた。

ルーシー ・マック ・スミスは節操堅い婦人であった。良い

ときにも悪いときにも家族に対す る誠意は変わらなかった。

この誠意は親兄弟に対する信頼 と愛に，愛す る夫に対する尊

敬に，子供たち，特に少年 ジョセブに対する暖かい信頼に現

われていた。また立派な主婦，母親 として自分にも忠実であ

った。思い出か ら消 し去 ることのできない家族の夕べに対す

る愛着，聖徒たちや隣人に尽 くす熱心な奉仕，それにモルモ

ン経に対 して抱いていた強い証に現われていた。そ してこの

誠意は永遠に家族が続 くことへの信仰となって，子供たちが

殉教に倒れたときも，棺の上にかがみ込んであの暗黒のただ

中にくずおれなが らも，ただひとつの慰めとなっていた。信

１５０

仰 の篤 い彼女 は， 「子供 たちが愛で世 に打 ち勝ち」恵 み深 い

愛 の御父 のみ もとに引 きと られ，安息の中にあ ることを確認

した。 ．

ルーシーの信仰 はプ リズ ムの ように，人生 の さま ざまな角

度か ら周囲 に多彩な光を放 った。 マ リヤと同 じように 「私 の

魂 は主 をあが め，わ た しの霊 は救主な る神をた た え ま す」

（ル カ １：４６－４７） と叫んだ。

主 は聡明で献身的な母 リデ ィア ・ゲイ ツ ・マ ックと正直 で

勇敢な父 ソロモン ・マ ックの間に生 まれたルー シーに，先祖

代 々続 いた永遠の家族に対す る信仰を結 実 させ よ う と さ れ

「ル ー シー 自身 も ， … …森 へ入 って ひ ざ まず い て主 に祈 った

こと が あ り… …」
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た。

ル ー シーは１７７５年 ７月 ８日， アメ リカの独立戦争 のさなか

に生 まれ た。幼 い頃，父親か らフランス人 との戦争やイ ンデ

ィアンとの戦争，独立戦争の武勇伝を聞 くのが好 きだ った。

ル ーシーは父親がイ ンデ ィア ンを待伏せ した り，傷 ついた仲

間を大胆 に も救出 した話をの ちに年代記に記 してい．る。

彼女 は父親か ら自由を愛す る心 と愛国心を受け継 いだ。 ま

た指 導力 と決断力を与 え られた。 ソロ王 ンはルー シーが ９歳

の頃か ら１７歳 にな るまで商用 やセールスの旅行 で家 を空 けた

が， それで も帰 ってきた ときは相変 わ らず貧乏 だった。家族

は この世 の物 に乏 しく， まわ りを荒野 に囲まれて子供 たちは

教育 を受 け られなかったが， リデ ィア ・ゲ イツ ・マ ックは子

供 たちに霊，文化的 に豊か な環境 を整 えた。

リデ ィアはソ ロモン ・マ ックと結婚す る前，裕福で文化 的

な家庭 に育 ち，教師 を して いた。 これ は大 きな祝 福 で あ っ

た。 ソロモンが不在 のときには，子供 た ちの物的，知 的，霊

的要求を満 たす とい う大 きな責任が彼女 にかか って きたか ら

で ある。ル ーシーは子供 た ちに学科 を教 えただけではな く，

朝夕 に子供た ちを集めて祈 り，お互 いに愛 しあうことや神 を

愛 し敬 うことも教 えた。

ル ーシーが抱 いていた母親 に対す る愛 や感謝 は， ス ミス家

がバ ーモン ト州 か らニ ュー ヨー ク州 パルマイ ラへ引越す こと

に決 めた１８１６年 のつ らい別れ の情景 によ く表われ ている。ル

ー シーは こう書 いている
。「今 までに受けた教育 のほ とんど，

それ に宗教教育 のすべ てを授 けて くれ た信仰深 い愛す る母 と

ついに別 れな くて はな らなか った。」 母親 は生 きて再び会え

ない とい う予感 を感 じたので， 死後 にも う一度い っ しょにな

れ るよ うこれか らも信仰深 く神 に仕えて ほ しい とルー シーに

言 った。

ル ーシーは母親 の独 立独 歩 と品格， そ して豊か な言葉 の賜

を受け継 いだ。彼女 は物 を書 く時間がほ とんどない開拓時代

に，貴重 な 日記 や書簡 や伝記 を書 いてい る。彼女 の 記 し た

「ジ ョセ フ ・ス ミスの生涯
」 は両親，兄弟姉妹，予言者や彼

女 自身 の家族 について記 した伝記で あるばか りか， ほ こりを

かぶった過去 の諸文書申 に輝 く，機知 と辛 らつな味 と霊性の

混然一体 となった珠玉 の如 き文学で もある。

ル ーシーは ８人兄弟 の末子 と してひ ときわかわいが られた

が，それ に毒 され は しなか った。病 身のふた りの姉 ロビザ と

ロビナを，ル ーシーが１３歳 の ときか らふた りが亡 くな った１９

歳 の ときまで快 く看病す る とい う経験 があったか らである。

２０代後半 の姉 たちは当時衰弱病 と呼 ばれて いた結核 にかか っ

ていた。

ルー シーに強烈 な印象 を与 え多 くの疑問 を残 した経験 は，

ロビザの奇跡的 な回復 とそれ に続 く衰退で あった。 Ｐビザ は

２年 の闘病生活 の末 ３日間危篤状態 に陥 ったが，午前 ２時に

ロビナを呼 び， 「主が私 の心 と体をいや して くだ さった。起

こして服を着せて ち ょうだい。起 きた いわ」 と言 った。

ふ たりの姉 は１７９４年に相前後 して亡 くな り， ルー シーは暗

く寂 しく取 り残 された。 当時の諸 宗派の厳 しい教義 は， 心に

平安 も慰め も与えなか ったのであ る。彼女 の霊 は満 た されな

か った。絶望 す る彼女 を見て，兄 のスチーブ ンはバーモ ン ト

州 タンブ リッジにあ る家 に しば らくの間彼女 を招 いた。 ルー

シーはそれに応 じ，新 しい環境 と新 しい人 々を喜 んだ。 そ こ

で，彼女 は背 が高 くおだやかな声 のジ ョセブ ・ス ミスとい う

青年 に会った。 １年 の交際 ののち，ふ た りは１７９６年 １月２４日

タ ンブ リッジで結婚 した。

ルー シーは自分 の結婚 に送 られ る贈 り物 の ことを聞いて，

驚 きの 目をみはった。兄 スチーブンの商売仲間 のジ ョン ・マ

ジ ェッ トは こう言 った。 「ル ーシーにはち ょっと した ものを

贈 らな くちゃ。僕 は君 と同 じだけ の物を彼女に贈 るよ。♪ ；

「よ し
，私 は現金 ５百 ドルを贈 るつ もりだ。」 スチーブ ン

は言 った。

ジ ョンは 「よろ しい， では私 も ５百 ドルを贈 ろ う」 と言 っ

た。

我 が家の支度金 に １千 ドルの持参金 を贈 られ て， ルー シー

は 自分 が愛 され大切 にされている ことを身 に しみて感 じた。

１千 ドルは１７９６年 当時， 巨額 な金で あった。 １ドルで １エー

カーの土地 が買 える時代 だったので ある。結婚祝 いは家族の

大 きな愛 を表わす と同時 に， これが莫大な購買力 にな る こと

を も意味 して いた。強 く男 らしいジ ョセフはすで に農業で成

功 して いたので，賢明なル ーシーは持参金を将来のため にと

ってお いた。

ル ーシーとジ ョセ ブはスチ ーブ ンとジョンに礼 を述 べ， ニ

ューハ ンプ シャー州ギルサ ムの近 くに住 む彼女 の両親 の所 に

寄 ってか らタ ンブ リッジに帰 った。

ふた りは ６年 ほど農業 を営 んで豊 かな暮 らしを した。ル ー

シーは１７９８年 にアル ビンを，１８００年 にハ イラムを生ん だ。 そ

の後 １８０２年 にラン ドル フへ移 り，商売 を始 めた。ル ーシーが
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２７歳 で，風邪 を こじらせて数週 間熱 とせ きに苦 しみ，結核 に

な ったのは この頃であった。 医者 たちはみな彼女 が死 ぬ とい

うので，ジ ョセ フは悲 しみに打 ちのめ された。 ルー シーは熱

情 とい う熱情 を傾 けて祈 り， 自分を生 か して くださ るな ら主

のため に働 きます と神 に誓 約 した。彼女 はその とき声 を聞い

た。 「求め よ， さ らば見いだ さん。 たたけ よ， さらば開かれ

ん。心を慰め よ，神を信ぜ よ，我 を信ぜ よ。」

ル ーシーが物を言 え るようにな ると母親 はベ ッ ドにかがみ

込んで娘を見たが，驚いて 「ルー シー， お前 は よくなってい

る／」 と言 った。 「はい，お母 さん。お母 さんや夫や子供 た

ちの慰め とな るように尽 くします と主に約束 しま したが， そ

の約束 を守 るな ら，主 は私 を生 か して くだ さるで しょう。」４

ル ーシーは言 った。 ’

このすば らしい経験に続 いて，ルー シーは霊 的な知識 をさ

らに渇望 した。 しか し 「命の言 葉」を聞 こうと幾つかの教 会

に行 ってみて も，落胆す るだけで あった。彼女 の感想 は予言

的 な響 きを帯びてい る。

「…… しか し私 は彼 （牧師）の話 を聞いてか ら，帰 る道 々，

彼 は自分の話 してい ることがわか って もいなければ理解 して

もいないと確信す るに至 った。今地 上に私 の求 め る宗教 はな

い と私 はひとりつぶやいた。それで，私 はイエス と弟子たち

を私 の導 き手 と して，聖書を研究 しようと決め，人がつけ足

した り削 った りで きない ものを神 さまか ら得 ようと努め るこ

とに した……聖書 こそ私を命 と救 いへ導 く道 しるべ にす るべ

きだ と思 った。」５

いや しの力 に対す るル ーシーの信仰を示す あとふたつの例

は，特筆 に値す る。１８１３年 ニューハ ンプシャー州 レバ ノンー

帯 に発疹 チフスが流行 し，ル ーシーの ８人の子供が全員かか

った。 １０歳 のソフ ロニヤは ３ヵ月近 くも重体で，医師た ちか

らすでに見放 されていた。 ソフロニヤの呼吸が まった く止 ま

った とき， ルー シーは彼女 をかか えて ゆっ くり部屋を歩 きな

が ら一心に祈 った。 その場 にいた人 たちはル ーシーに， 「無

駄 よ。気 で も狂 ったの。 お嬢 さんは死 んだわ」 と言 った。 し

か し母 の祈 りはかなえ られ， ソフ ロニヤはあえ ぐよ うにひ と

息 つ くと，命 を取 り戻 した。

ジ ョセブ （２代 目） は， ８歳 の とき発疹 チフスを足 にわず

らい ３回 も劇痛 を伴 う手術 を受けな くてはな らなかった。医

師 は切断す ることを望 んだが，ル ーシーは反対 した。 そ こで

ジ ョセブを縛 る紐が用意 されたが彼は拒 んだ。麻酔 剤 と して
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酒 を飲む こと もジ ョセブは拒 否 した。彼女 はの ちに，ジ ョセ

ブが こう言 ったと記 して いる。

「『お母 さん。 どうか部屋を出て下 さい。ぼ くがひ ど く苦 し

む のを見て い られ ないで しょうか ら。お父 さん は 大 丈 夫 で

す。で もお母 さんは重 いぼ くを背負 った り，長い看病 で くた

くたに疲れ ています 。』そ してジ ョセブは涙 にあふれ る 目 で

私 を見上 げて言 った。 『ねえ，お母 さん，出て行 くと約束 し

ます ね。主 が助 けて くだ さるか らぼ くは大丈夫，頑 張 るか ら

ね。』……

３本 目の骨が除去 され たとき，私 は夢中で部屋 にかけ込ん

だ。す る とああ……母 の目に映 ったのは何 とい う光景だ ろう

か。 パ ックリあいた傷 口，血が いま もど くど く流れ，ベ ッ ド

は文字通 り紅 に染 まって いた。 ジ ョセブは死人 のように青 ざ

め，玉 の汗 が顔 をつたい，すべてが この上 ない苦 しみを物語

っていた。一１６

ジ ョセブは手術後，急速 に回復 したが， その結果数年間は

片足 がきかず，生涯歩 くときに少 しび っ こをひ くようになっ

た。

ルーシー ・マ ック ・ス ミスは主婦 として女性 と しての 自分

に誠 実であった。 ルー シー特有 の性質 は，逆説的 に見 える要

素 を合わせ て持 っていた。衝動的 であ り決断力 にす ぐれ た彼

女 は， しか し自分の言動 を和 らげ，権威 を与 えるみ たまの勧

めに頼 った。パルマ・イラへ引越す途中， あるず るい御者が，

彼女 の馬や荷車 ，それに持物 を盗 もうと した。 そのとき，彼

女 は大勢 の旅 行者たちを前 に宿屋 で， その御者 と対決 したの

であ る。 （夫のジ ョセ フは数週 間前 にパル マイラへ 向か って

いた 。）

「この場においでの皆 さま， どうか少 しの間，話 をお聞き

くだ さい。天に神のま します ように確 かに， この馬 と品 々は

私の夫の物で ございます。それですのに， この男はそれ を盗

もうと してお ります。…… ８人の子供 を連 れた私 を，旅 に必

要な もの何ひ とつ残 さないで。」

彼女 はそれか らどろぼ うに向か って言 った。

「私の馬 に指一本触れて も承知 しません よ。ひ と足で も馬

をひいて はな りません。 さっさとどこへで も消えて しまいな

さい。」７

ル ーシーは不正 にが まんがな らなか った。母子が無事にパ

ルマイ ラへ着 いた ときには， 「わずかな現金 ２セン ト」を持

つだけであった。



困窮 した状態 にあったにもかかわ らず， 自分や家族 の能 力

に対 するルーシーの信頼が，パル マィ ラでめ １年 目をすば ら

しい年 に した。結婚以来，作物 の不作 と事業の失 敗 とい う悪

夢 につきま とわれ， ジ ョセブとル ーシーは， ニューヨー クへ

来 るまでに ８回 も引越 しを して いた。 ここパル マイ ラで， ふ

た りは購入 した １００エーカーのうち３０エ ーカーの土地 を整地

し， 丸木小屋 を建 てた。ル ーシーは油布 に絵を描 いてお金 を
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場や家が無法者たちに巻きあげ られて しまったからである。

ルーシーは小さい頃か ら宗教に関心を持ち，真理を熱心に

探究 していた。ジョセフ ・ス ミス （初代）が敵対心や不和を

感 じとってどの教会に行 くことに も失望 してか ら，ルーシー

は心が沈み，夫が真実の福音を見つけて受け入れるときがく

るように祈った。彼女は美 しい夢を見て，ジョセブが将来必

ず神の御子の汚れなく純粋な福音を聞いて受け入れるという
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ジョセフとルーシーは，８回も引越 しをしていた」

得，食料 や家具 を買 った。

２年後， アル ビンは両親が 「もっとよい生 活」がで きるよ

うに住 み心地 の よい家 を設計 した。 当時ル ーシーは４５歳 で，

わずか ２歳 のルーシーという赤 ん坊がいた。彼女 は新 しい家

が大 そ う気 に入 り，１８２３年 １１月 にはほとん ど完成 したが， そ

の ときアル ビンは胃病 を患 い，未経験な医者 の下 剤の扱 いが

もとで死 んだ。 アルビンは死の床でハィ ラムに家 の完成 を頼

み， ジ ョセフには信仰深 くあって金版 を手に入れ るように，

また子供 たち全員 に父母に親切 に しな さい と遺言 を残 した。

家族 や隣人 は こぞ って彼の死をいたんだ。弱冠２５歳 のアル ビ

ンは皆 に愛 されて いたので ある。新 しい家にルー シーが住 ん

だの も短期間で あった。 とい うのは，ス ミス家 の開拓 した農

確信 を得 て安心 した。 ジ ョセブ も数多 くの興味深 い示現 や夢

を見 たがル ーシーはそれを受 け入れ，そ こに大 きな意味 を見

いだ していた。夫が神権を受 けて末 日の教 会で最初 の大祝福

師 とな るず っと以前か ら，夫を家族の頭 と して敬 っていた。

ルー シー とジ ョセブ ・ス ミス （初代）の間の愛情 は，苦難

と迫害 の激 しい試練 の中で精錬 されて，高 め られていった。

ジ ョセブが １８４０年 ９月１４日，死の眠 りについた とき， ルーシ

ーの将来 は 「寂 しく途方 に くれて」見え
， それ以上 に恐 ろ し

い不幸 や深 い悲 しみ はあり得 ない と思 われた。 しか しさ らに

その後 の ４年間 に ４人の息子 と ４人の孫， ふた りの義理 の娘

を失 ったので ある。

彼女 の信仰の プ リズ ムで一番明 るい面 は母親 の 面 で あ っ
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た。ルー シーは子供 たちひ とりび と りに，聖書 を愛す る こと，

読 む こと，神 を敬 い，祈 る ことを教 え，信仰の芽を育 んだ。

彼 女は１１人 の子供 の ９人 を立派 な成人 に育て あげた。少年 ジ

ョセ ブが１４歳 の とき，栄光 に輝 く父 なる神 と御子イ エス ・キ

リス トを見た と話 した とき， ルーシーは心か ら信 じた。長い

間待 っていた真 の福音 が， 日一 日とページを くるように回復

されてい くのを見た とき，彼女 の魂 は喜び に満 ちあふれ た。

彼 女は息子 や家族 に与 え られ た使命 と達成 した仕事 に誇 りを

感 じていた。

ルー シーは毎 日家族 を集 めて，少年 ジ ョセブが主か らなす

べ きことを教 え られ， サタ ン．の誘惑か ら守 られ るように祈 っ

た。 ジ ョセフがモ ロナイか らついに金版 を託 され， 回復 の業

の一端 を任 されるまでの成長 を試 され た長 い ４年間，ル ーシ

ーは しんぼ う強 くジ ョセラを励 ま した
。 また息子 のおかれた

立 場を よく理解 していた。

アル ビンは，皆 が朝早 く起 きて 日没前 に農作業を終え，母

のルー シーは夕食 を早 めに用意 して，皆 いっ しょにジ ョセフ

の話を聞ける ように しよ うと提案 した。家族 は，神が救 いの

計 画を完全 に知 らせ て くださ り， 自分 たちの人生を明 る くし

て くだ さることを喜 んだ。

ルー シーはジ ョセブが翻訳 している古代 の民 の ことを もっ

と知 りたい と切望 した。 そ してついにモル モ ン経を 目に し，

読 んだ ときには，過去数年 間の苦労 や心配 を振 り 返 っ て，

「諸天が私 たちのために働 き
，天使が ……私 たちを見守 って

い る」 ように感 じた。彼女 は心か ら 「私 の魂 は主を あが め，

私の霊 は我救い主 な る神 を喜 びたたえる」 と言 うことがで き

た。

彼女は モル モン経 を愛 し，耳 を傾 けるす べてφ人 にその真

実性を力強 く証 した。数百人 の群衆 の中か ら ぴ と り の男が

「モル モン経は真 実の書物 なのか」 と叫ぶ と
，彼女 は決然 と

して答 えた。

「モル モン経は神の力に よって世 に出，聖霊 め賜 によ り翻

訳 され ま した。天使長 ミカエルの ラッパのよ うに声高 く叫ぶ

ことがで きるな ら，私は国か ら国へ，海 か ら海 へ この真理 を

宣言 したい と願 っています。 そ してその こだまがあ らゆる島

々に響 き渡 り， アダムの全家族 にひ とり残 らず弁 明の余地を

残 さない ように したい と思 っています。神 が この末 の 日に再

び人間に御姿を現わ したまい，その民 を良 き地 に集 める業 に

着手 された と私は証 します。民が神の戒 めに従 うな らば， そ
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の地 は彼 らの受け継 ぎ とな るで しょう。……」８

思 いや りと情の厚 い女性 ルー シーは，予言者や家族が捕 え

られ，迫害 され るず っと以前 か ら，祈 りの中 に彼 らの加護 を

願 っていた。彼女 は直感的に，子供 たちが彼女 の祈 りを一番

必要 としてい るときを知 って いたよ うで あった。

彼女 の信仰 の祈 りは，他の多 くの人 々に も及んだ。彼女 は

バプ テスマを受 けた後，特 に自分の家族に対 して立派 な宣教

師 とな った。彼女 は親戚 を訪 ねた り手紙 を書 いた り して福 音

を説 いた。彼女 の関心 や手紙が実 って，兄 のソロモ ンが教会

に加入 した。

彼女の祈 りは， ジ ョセブに死者 のための救 いの業が啓示 さ

れた ときに もかなえ られた。彼女 はアル ビンが祝福 されて代

理のバ プテス マと神殿 の儀式 を受 け られ る と確信 した。 アル

ビンは１８２３年 に天 使モ ロナィが現 われてか ら数週間 して亡 く

な っていたのであ る。

ハイ ラムは１８２６年 にジ ェルシ ャ ・バーデ ンと結婚 し， ジ ョ

セブは１８２７年 １月 １８日にエマ ・ヘイル と結婚 した。ル ーシー

は義理の娘たちを愛す る模範的 な母 であった。殉教 によって

ふた りの婦人 が未亡人 となったあ と，ル ーシーは エマと住ん

だが，娘 のエ マは１８５６年 に姑 のルーシーが死ぬ まで献身的に

世話 を した。 ルー シーは孫 たちを愛 し， ジ ョセフとエ マが ４

回 も生 まれたての子供 を亡 くした ときにはわが ことの ように

嘆 き悲 しんだ。

ル ーシーの家で嫉 神 を愛す る人 は皆歓待 された。来客の

兄弟たちに幾 晩 もベ ッ ドを全部提供 して，ル ーシーと夫が床

に寝 た こともあった。

オ リバ ー ・カウ ドリはルー シーを 「お母 さん」 と呼び，ル

ーシーもオ リバーを息子 の ように扱 って，翻訳の仕事をす る

彼を励 ま し，信頼 した。彼女 はまた，予言者 や家族の信頼 を

裏切 って悲 しい問題を起 こしたマーテ ン ・ハ リス を も 愛 し

た。

ル ーシーは愛 らし くや さしい女性 であったが， いざ必要 と

なると火の ような激 しさでせっかんを した。主 に捧げ る献身

と正義感 が彼 女に権威者 の風格 を与 えた。

彼女の指導 力は１８３１年初春 に試 された。聖徒た ちはパル マ

イラ周辺か らカー トラン ドに移住す るよ うに命 じられ たが，

ル ーシーの家族はほ とん どが一足早 く， １月 に出発 していた

ため，彼女が まだ幼い息子 の ウィ リアム と ドン ・カーロスを

補佐 に８０人の聖徒 を ウ矛一 タールー支部 か ら移動 させ る責任



に選 ばれ た。

エ リー運河 を平底舟 で下 る旅 は悪夢の ５日間で あった。大

部分 の聖徒 は 自分 に必要な食物 も持たず，女子供 に とっては

厳 しい天候 だったか らで ある。バ ッファローに着 いた とき，

コール ス ビル支部 の会員 も何人かいて， カー トラン ドへの船

旅 を望 んでいたが港 は氷 に閉 じ込め られ，聖徒 たちは立往生

して いた。

コールス ビルの兄弟たちがル ーシー仁 ちに，船 や宿 を捜せ

な くなるか ら末 日聖徒 であ ることを話 してはな らない と口止

め したとき，ル ーシーは大胆 に声 を張 りあげて言 った。 「私

嬬 ”’ 貰

’

Ｐ

は正々堂 々 と自分 が何者 であるか を話 します。 あなたがたが

キ リス トを恥 とす るな ら，繁栄す る ことはとて もで き ま せ

ん。私 たちはあなたが たより先に カー トラン ドに着け るで し

ょう。見て いて くだ さい 。」

これ は予言 となった。ル ーシーは信仰 と祈 りによって， 自

分 のグル ープの船を確保で きた。グループの愛する聖徒 たち

が船の デ ッキで待つ間 口論 した り，不平 を言 った りしている

と， ウィ リアムが母の所にかけつけて言 った。 「お母 さん，

あそ こで騒動が起 きてい ます。行 ってやめ させて ください。」

ル ーシーは背 は高 くなか ったが，威厳 を保 ち， 冷た く澄 ん

！
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だ青 い瞳に炎を燃 や して騒動 の場 に出向いた。彼女 の声 は権

威を もって響 きわた った。

「兄弟姉妹
，私 たちは聖徒 と称 しています。 この世のすべ

ての もの と引換 えに，神 に仕 えるため，世俗 と決別 した と公

言 しています。 そのほんの出発点 にある ときに， キ リス トの

大義 を 自分 の愚 か さや不正 な行動 によって物笑 いの種 とす る

のですか。 あなたが たは神 に信頼す る と言明 していなが ら，

どう してその ようにつぶ やいた り不平 を言 った りす るのです

か。 あなたがたはイスラエル の民 より も分別に欠 け て い ま

す。 なぜ な ら，姉妹 たちは揺 り椅子 にすわ りたい と ぐちを こ

ぼ し，力 と確信 に満 ちた存在で あって欲 しい と期待 す る兄弟

たちは，旅が終 わるまで にきっと飢 え死に して しま うに違 い

な いと言 う始末なんですか ら。 どう したのです か。 だれ か不

足 な人が いますか。 自分で食物を用意 しなか った人 に も私 の

子供 たち同様 に，毎 日食物を用意 してあげてい るではあ りま

せ んか。 あなたがたの信 仰は どこにい ったのですか。神 に対

す る信頼 はどこへ行 きま したか。 ……兄弟姉妹 たち， もしあ

なたがた全員で，望 みを天 にかけ，氷 が とけ，私 たちが身動

きで きるように祈 るな ら，主が生 きて ま します ように確 かに，

その とお りにな るで しょう。」９

その あと数分 してルー シーの信仰 は報われ，氷が裂 けて彼

らはエ リー湖に船 出できた。船 は正 に満載 で，岩壁で見送 る

人たちは今 に も沈 むか と思 った。実際彼 らが新聞社 にか けつ

けたため， モル モンの船 が乗客 もろ とも沈没 したというニュ

ースが出たので ある。 フ ェアポー トに着 いたル ーシーと聖 徒

たちは， 自分 たちの死 を報道 した新聞 を読んで笑い あった。

ルー シーの強 い信仰 は生涯 に数多 くのみた まの賜を もた らし

た。 それは予言 であ り，証で あ り，いや しの信仰，霊 の識別，

知恵 と知識 の賜で あった。彼女の予言 は聖徒 を も敵を も驚愕

させ た。 ミシガ ン州 ポ ンテ ィア ックの プロテス タン トのあ る

牧師 は彼女 に紹介 され たとき，あ ざ笑 いなが ら言 った。 「そ

れで はあな たが， モル モ ン経を訳 した とか言 ってい るあの間

抜 けで愚か なジ ョー ・ス ミスのお母 さんですか 。」

彼女 は彼の 目を まっす ぐにみつめて答 えた。 「確 かに私 は

ジ ョセブ ・ス ミスの母で ございます。一体 あなたは どうして

彼をその ように言 うのですか。」

ラグルス師は言 った， 「彼はたかが 『モルモ ン』 の本一冊

で他の教会を全部圧倒 しようと してい るか らですよ。」

「あなた はその本を読 んだ ことがあ ります か。」 ルーシー

１５６

は問 い返 した。

「いいえ
，注 目す る値 うち もないです よ。」彼 は答 えた。

そ こでルー シーは証 して言 った。 「あの本 には永遠の福音

が載 っています。 ……あの本 は聖霊 の賜の力 によってあなた

の魂 を救 うために書 かれたのです 。」

彼 は答 えた。 「ふん， ナ ンセ ンス だ。私の教会の人 たちは

そんなたわ ごとに惑 わされ ません。彼 らはそれほ ど愚かでは

ありませ ん。」

ルーシーは予言 のみ たまを強 く感 じて答 えた。 「そ うです

か。 ラグルスさん，私 の言葉を覚えていて くだ さい。神 の生

きて ま します ように必ず， これか ら３年の うちにあなたの教

会 の ３分 の １の人が私 たちの教会に加わ るで しょう。あなた

が信 じよ うと信 じまい と，執 事 さえ も改宗 す るで しょう。」１０

それ まで冷笑を浮かべていた ラグルス師の表情 が急 に変わ

った。 それ も無理か らぬ ことであ った。 それか ら ２ヵ月 の間

にジ ョセブはルー シーの助言 に従い， ジ ェレ ド・カーターを

宣教師 と して ミシガン州に派遣 した。 ジ ェレ ドはその牧師の

教 会の７０人を改 宗 させ，執事 であるサ ミュエル ・ベ ン トも，

１８３３年 １月にバプテスマを受 けて忠実 な教会員 となった。

ジ ョセ ブは１８４２年 の暗 い迫害時代 に，母親 に次の ような賛

辞 を捧げた。 「私 の母 も，す べての女性 の中で最 も気高 くす

ば ら しい女性 のひ とりである。願 わ くば神が母の命 と私 の命

を長 らえ させた もうて，共 に自由を喜び 自由の空気を胸に吸

い，交 わ りを末長 く楽 しむ ことができるように。」１１

家族 はルー シーの宝 であった。 そ して彼女は，愛 す る夫 が

死の床 で捧 げた予言的 な彼女へ の賛辞 に値す る女性 だ ったの

であ る。

「母 さん
，母 さんは 自分が地上で一番立派な家族 の母 だ と

い うことに気 づいていないだ ろう。世は世の ものを愛 するが

私 たちを愛 しは しない。私た ちが世の ものでないために，世

の私 たちを憎ん でいる。 その ため あ らゆ る悪意 が私 たちに注

が れ，私 たちの命 をね らっている。わた しは子供を見 るとき，

彼 らが主 の御業 を行 なうように育 て られてきた とは言 え， こ

の世 に生 きて いる限 り苦 労や難儀 は避 け られ ない。 それでい

て彼 らを敵 のただ中 に残 してい くことは忍 びが たい ことであ

る。」１２

ジ ョセブ （初代） と ドン ・カー ロスは激 しい追害 にあった

のち， それ ぞれ１８４０年， １８４１年 に死亡 した。 そのときサ ミュ

エル は， ジ ョセブとハイ ラムを救 いに カーセージへ向か う途



中暴徒 に追跡 された。長年危険 に身 をさ らし，迫害 に耐 えて

きたサ ミュエル にとって，美 しく黒 い馬の背で数時間 もつ ら

い逃避 行を強い られ ることは負担 であ った。そ してち ょうど

１ヵ月 後に この世を去 った。 そ して周知 の通 り， カーセージ

の悲劇 が起 こり，予言者 とハィ ラムは暴徒 に殺 され た。 しか

し自己憐欄 や痛恨 は彼女 の性格が許す ところで はな く，神や

永遠の家族 に対す る信仰が彼女 に平安 と慰 めを与 えた。

ブ リガム ・ヤ ング大管長が聖徒たちを西部へ導いてい く直

前 ，１８４５年１０月 の ノーブ ーにおけ る大会 の栄誉 あ る席 で， ル

ー シー ・ス ミスは教 会幹部 か ら短 い話 を頼 まれ た
。

「彼女 は
，主 に導 かれて これほ ど多 くの会衆 を前 に して話

せ ることを心か ら喜 んで いる と言 って話を始め た。 ……集 ま

った人 々の中で彼女 の家族 を知 って いた人 は，群衆 の数 に比

べれば ほん のわずかで あった。彼女 は ７人の男子を含む１１人

の子供の母であ り，神 への畏 れ と愛 の中で子供 たちを育 てた。

この家族以上に従順な家族は ほかになか った。彼女 は親たち

に，子供 の行 動に責任 があ ると警 告 し， 怠惰 にな らない よう

にす るため書物や仕事を与 え るよ う助言 した。 またすべての

人 に愛 と善 と親切 に満 ちて，人前で できないよ うな ことを決

して隠れ て してはな らないと勧告 した。」

彼女が会衆 に 自分 をイスラエルの中の母で あると思 うか ど

うか尋 ねる と， ５千人が 「はい」 と答 えた。彼女 はその声を

聞 いて身 も震 える喜び に満た され， ジ ョセフが モル モン経を

受けてか ら１８年間の家族の歴 史や経験 した困苦，試練，迫害

な どを話 し始めた。息子 たちが家か ら引 きず り出 され， 凶弾

に さらされ，無 実のけん疑 で何 ヵ月 も汚 ない土牢 に入 れ られ

た ことを語 ると，聴衆 は感動 の涙 を流 した。不正 を正 そ うと

す る合法 的なあ らゆ る努力 が徒労 に終 わった とき， ジ ョセブ

はそれ らを天 の最高 の法廷 に託す と言 った。ル ーシーの言葉

を聞いて心打 たれ ない者 はいなか った。 「そのとき，彼が こ

れほど早 く私 たちの もとを去 り， 自分で主の前に控訴 しに い

くことになるとは思 って もみ ませんで した。 この一件がち ょ

うど今審理 されて いるとは思 いませんか。

私 は，私が この国のそ こか しこを悩ま してお られ るように

感 じます。 また，主は ブ リガム兄弟に この民 を導 き出 させ よ

うと してお られ ます。 この町には，私 の死 んだ夫 や子供 たち

が眠 って います。 しか し，生 きてい るあ との子供 たちは皆 さ

まと共に まい ります。 （子供 たちが皆行 くことを願 っていま

す 。） 彼 らは私 を残 しては行か ないで しょう。 しか し，旅路

の途上で もし私が死 にあうな らば，骨を ここに持 ち帰 って夫

や子供た ちと共に埋めて くだ さい。」１３

会衆 とヤング大管長は，ス ミス家の母 の望 みを果たす と確

約 した。 しか しルーシーは体が衰弱 して いたため，西 部へ厳

しい旅 をす る ことは無理で あった。彼女 は１８５６年 ５月， ノＬ

ブーのマ ンシ ョン ・ハ ウスで８１歳 の生涯 を終 えた。

ル ーシー ・マ ック ・ス ミスの模範 は現 代の教会員に とって

よい手本であ り，霊感 を与え る ものであ る。ル ーシー ・マ ッ

ク ・ス ミスは系図 と神殿の仕事を通 して先祖 を敬 い，子供 た

ちに神への愛 と崇敬を教えた。夫 と神権 を敬い， 「決 して忘

れて はな らない」家庭の夕べを守 り行 な った。親 主婦 と し

ての役割 を大切 に し，真理 の福 音の上 に堅 く立 って困難 や試

練 に耐 えぬき，永遠の家族 のた めには持て るすべての物を捧

げる信念 を持 って いた。 そ して ど こにあって も家族や隣人 に

神 の真実 をお ごそかに証 し，模範 と教訓 によって無垢 の人間

を永遠 の御父 と天 の家族の もとに導 いて い く信仰 を持 って い

たので ある。

脚 注

１． ル ー シ ー ・マ ッ ク ・ス ミス ， 「ジ ョ セ ブ ・ス ミス の 生 涯 （英

文 ）」 Ｐ ．１１

２． 同 上 Ｐ，３２

３． 同 上 Ｐ，３４

４． 同 上 Ｐ ，３４， ３５

５． 同 上 Ｐ ．３６

６， 同 上 Ｐ ，５７， ５８

７． 同 上 Ｐ ．６３

８， 同 上 Ｐ ．２０４

９． 同 上 Ｐ ．２３３， ２ε・４

１０． 同 上 Ｐ．２１５， ２１６

１１． 「教 会 歴 史 記 録 （英 文 ）」 第 ５巻 Ｐ．２６

１２． 「ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス の 生 涯 （英 文 ）」 Ｐ ．３０８， ３０９ ・

１３． 「教 会 歴 史 記 録 」 第 ２７巻 Ｐ ．４７Ｄ， ４７１

ペイ ン姉妹は ユタ州 プロボ市 シャロン西 ステーキ部 オー ク

ヒルズ第 ５ワー ド部 で初等協 会の教師 を してお り， ＢＹＵ主

催 の教育週 閤で幅広 く講演 を した ことがある。主婦で あ り母

親 であ るペイ ン姉妹 は， １８６７～１８６８年度 ミセス ・アメ リカ ・

コンテス トで第 ２位 にな って いる。

１５７



イエ ス につ い て の証

生命 と救いの源 である，イエス ・キ リス トについての証

私 は， この席 で何 を話す よ うに主が

望 んでお られるか，祈 り求 めた。 そ し

て， イエス ・キ リス トが生 ける神 の御

子 であ り，世 の罪 のために十字架 にか

か りた もうた ことを証すべ きで あると

はっき り感 じる ことがで きた。

私 は，聖 きみ たまによって与え られ

た個人的 な啓示 によ り， イエスが主で

あ り，福音 を通 じて確か に生命 と不死

不滅 を もた らした もうた ことを知 って

い る。 またイエスが この時代 に完全な

永遠 の福音 を回復 し，それ によって私

たちは， いに しえの人 々と共 に永遠に

主 の御前で譲 りを受 ける者 となれ るよ

うになった。 これ は普通 「イ エス につ

いての証」 と呼ばれ るが，私 はその証

を持 っている。

証 は神 のみた まによって 与 え ら れ

る。 そのほかの もの によって得 る こと

はできない。そ して，証を述べ るとき

には， みたまの力 によって述べなけれ

ば な らない。 そ こで私 は， この時間そ

の力 に導かれ，主のみ こころ，御旨，

さ らには主 の御言葉を語れ るように，

切 に願 い祈 って いる。

私 は自分 自身 と教会員の あなた方に

また全世界 の人 々に証を述べたい。私

が みたまの力 によって語 るときに，私

の証が あなた方の心 に しみ こみ，あな

た方 にとって永遠の生 命に向か う踏み

台 となるた めに は， あなた方 も同 じみ

た まの力 によって導かれなければな ら

ない。す なわち，心が あなた方の内に

撚 え，私 の語 る事柄が真実で あること

を知 るように祈 る。

十二使徒評議員会 会員

ブ ル ー ス ・Ｒ ・マ ッ コ ン キ ー

失礼 なが ら，今か ら始 める話の導入

として， また証 として私 の書 いた詩を

読 ませ ていただ きたい。

我 キ リ ス トを 信 ず

ブ ル ー ス ・Ｒ ・マ ッ コ ン キ ー

我 キ リス トを信ず，そ は我

が王

真心 もて我 は歌わん

声張 り上 げ， よろ こび もて
たた

主を讃えん
たた

我が声 こぞりて主をほめ讃

う

我 キ リス トを信ず，そは神

の御子

主は来 ませ り，みたま この

地に おわ さんため病 め るを

癒 し，死 にた るを立た しめ

た もう
たた

すば らしきかな御業，讃 う

べ し主の御名を

我 キ リス トを信ず，そはあ

がむべ き御名

主は来ませ り，聖 マ リヤの

息 とて
ま なか

地にて死すべき民の真中に

立ちて統べたまい罪の苦 し

み救いたもう

我キ リス トを信ず，そは道

を不 した もう

主は もちた もう， 神のすべ

てを

のたまいき主 は 「我 につ き

従いて来たれ我 が友 よ，神

は共におわす」 と

我はキ リス トを信ず， そは

我が主，我 が神主 によ りて

我は恵みの上 にあ り

力をつ くして我 はあがめん
ま こ と

主は真理 と光の源なれば

我 はキ リス トを信ず， そは

我 があがない主

サタ ンの手 よ り我 を解 き放

ちた もう

我 は生 きん， よろ こび と愛

もて
ニ む

永遠なる天の宮居にて

我は キ リス トを信ず， そは

い と高 きに立 ちた もう主に

よりて我 は得 ん， こよなき

夢を
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主 の御声降 りぬ，我悲痛 に

おのの くとき

「汝得べ し
」 と

我キリス トを信ず，よし何

事か起こらんとも

主のみ もとにぞ我は立たん

かの大いなる日，主再び地

に降りたまい

すべて人の子を統べたまわ

んそのときに

救いの根 源は天父な る神であ る。事

実 ，救 い とは天 父のよ うにな ることで

あ り， 天父が持 ちた もうものを継承 し 甲

所有 し，受 け ることである。神 を知 る

ためには， 神が信 じ，考 えてお られ る

ように信 じ，考 え， また経験 してお ら

れる ことを経験 しなければな らない。

偉大 な救 いの計画 は，私 たちが進歩

成長 し，天 父のご とくになるよ うに，

天父 によって立 て られた。 しか し救 い

と言 えばキ リス トが その中心 に くる。

そ して その計画 によって この地球が創

造 され，人 が住む ようになった。その

結果，私 たちは この世 に来て，他の方

法で は決 して得 られ ない数 々の経験を

す る ことがで きるのであ る。

この世に先立つ永遠の前 世で私たち

は御父 と共 に住 んでいた。私 たちは，

天父が永遠 のただ中にあ って偉大 な声

を発せ られた ときにその場 にいたので

あ る。 「私 の息子 とな り，無窮永遠 の

瞭 いの犠牲 を捧 げ，永遠 の計画 の要件

を完全 に満 たす者 として， だれを送 り

出そ うか。」 私 たちはその場 に臨席 し

ていた。 そ して， オル ソン ・Ｆ ・ホイ

ッ トニー長老が詩 に うた った情景を 目

に したので ある。

御力と恵みとに満ち

神のように立たれた

御顔の輝きは

真昼の光に優り

髪は太陽の泡

深山におりる霜 よりも白かった

主が語 られた一 厳粛の中に皆注

目した

その静 け さた るや何者 に も’優 る

静 け さであった

「父よ」さらさら流れるせせ らぎ

のように

明らかに，音楽のように聞 こえた

純白の雪の頂より

谷川の流れ落ちるように
「父よ」あなたの子 らを賭 うため

ひとりの人が死ななければなり

ません

地はまだ形作 られず

生命が満ちていませんが

人 が生 まれ るため

大 いなる ミカエル は堕 ちるで し

ょう

そ こで あな たは救い主を選んで送

らなければ なりません

われ ここにあり，われを遣 わ し

た まえ，私は今与 え られてい る

もの以外 に，何 の報 い も求 めま

せん

私 は喜 んで犠牲 を捧 げます

永えに栄光 はあなたの ものです

一 ジ ョセ フ ・フ ィール ァ ィン

グ ・ス ミス 「完成へ の道」

Ｐ．３７，３８

救 いの源 は主 イエス ・キ リス トに あ

る。天使 はベ ンジ ャミン王 に次の よう

に語 って いる。 「過去現在未来を通 じ

て，救 いは身代 りの瞭罪をな した もう

全能の主な るキ リス トの血に由 って与

え られ る……」 （モーサ ヤ ３ ：１８）

あ るときジ ョセ ブ ・ス ミスは， 「あ

なたの宗教の基 本原 則は何 ですか」 と

問われた。 す ると彼 は このよ うに答 え

た。 「私 たちの宗教 の基本原則 は， イ

エス ・キ リス トに関す る使徒 と予言者

たちの証 にあ ります。 つま り， イエス

・キ リス トが亡 くなって葬 られ， ３日

目に再 びよみが えって天 に昇 られた と

いう証です。私 たちの宗教に とってそ

の他の ことはすべて，それに付随 す る

ものにす ぎません。」（教会歴 史記録

第 ３巻， Ｐ．３０）

すなわち，私 たちに言 わせれば，主

の購いの犠牲 が万物 の中心で ある。天

父な る神 は私 たちを創造 され た。そ う

でなければ，私 た らは存在 しなか った

であろ う。 そ して御子 キ リス トが私 た

ちを瞭われた。 この購 いが なければ，

不死不滅 も永遠 の生命 もあ り得 ない。

諸 天が開かれ，神が再 び声 をか け ら

れた。 また神 は世 の人 々を召 して代弁

者 とし，世 の人 々に御 旨 とみ こころを

告 げる使徒 および予言者 とされ た。 こ

れは この時代 に起 こった栄 えあるで き

ご とである。神が告げ た もうたの は，

イエス ・キ リス トの回復 され た福音で

あ り， この福音 は主 の御名 を付 け られ

た教会 に与 え られ ている。

私 の声 は証 の声で ある。私 はこの御

業 が真実 であ り，神聖 な神の御業で あ

る ことを証す る。 しか もこれ は私の声

のみではない。 また荒野で呼ばわ る唯

一 の声 で もない
。

私 が述べて いる証 は，１８２０年の春 に

御父 と御子が この最後の神権時代に永

遠の真理を告げ るために現 われた もう

て以来，信仰堅 固な人 々が繰 り返 して

述べて きた証で もある。また私 の述 べ

て いる証は， この時代 に神 がジ ョセ フ

・ス ミスを通 して回復 した託宣 に従順

に従 うことに よりあ らゆ る国民，血族

国語 の民 および人 々の中か ら 贈 わ れ

る，何億 もの人 々によってやが て述べ

られ る証 の先触れ にす ぎない。

この御業 についてひ とつ の驚嘆すべ

き事柄が ある とすれば，それ は この御

業が真実で あるという ことであ る。・イ

エス ・キ リス トの福音 に救 いの力， 効

能，権威が あ り， また救いに至 らせ る

神の権威が， この永遠 の丘 の頂にあ る

とい うことであ る。 この栄 えあ る真理

が全地 にあまね くゆきわた る速 さは，

地 の諸 国の入 々が，伝 え られ る証 を受

け入 れ， また私 たちの愛す る宣教師が

宣言す る真理 を信 じる速 さにかか って

いる。集合す るすべてのイエ ラエルが

主の御名を証す るであ ろうと神が言わ

れたのは この時代の ことである。 「な

ん じらはわが証 人な り，われは神な り，
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これ主 のたまえるな り。」（イザヤ４３：

１２－ １３）

神 の王 国のすべて の長老，す なわち

聖 なる神権 を持 つすべて の人 々は，神

の御名 によって語 り， また証 を述べ，

心を啓発す る聖霊を受 け， さ らに救い

の真理 を宣言す る権威を持つ。神が こ

う言われたのは この時代の こ と で あ

る。

私 は これ らの真理 を宣言 し， また人

々が これ らを信 じ，従 うように心か ら

願 ってい る。 ニー ファイに倣 って こう

言 いたい。私 が全身 を傾注 している こ

とは，人 々が アブ ラハムの神， イサ ク

の神， ヤコブの神のみ もとに来 て救 わ

れ るように説 くことで ある。 なぜな ら

この御業 は真実で あり，救 いはキ リス

トに よって得 られ るか らであ る。１神 が

証 して くだ さるので，真 実 に 相 違 な

い。イエス ・キ リス トの御 名に よって

申 し上げ る。 アーメン。

救 い と 昇 栄

復活，賄いおよび家族の永遠の結びつきに関する説教

数 日前 ， ラジオを聞いてい ると，あ

る牧師が聴取者 に向か って説 教 してい

るのが耳に入 った。 「キ リス トへの信

仰を告 白 しな さい。 そ うすれば救 われ

るで しょう。ただ，心の中に キ リス ト

を信 じる気持を持ちな さい。そ うすれ

ば救 って くだ さるで しょう。」

それか ら，話 の結びにエペ ソ第 ２章

８節を引用 した。 「あなたがたの救わ

れたの は，実に，恵 みに より，信仰に

よるので ある。それ は， あなたがた 自

身か ら出た ものではな く，神 の賜物で

ある。」

そ して，最後 に次の ように勧めた。

「これ は
， あなたに とって大 きす ぎる

要求で しょうか。何千何万 という人 々

が，キ リス トを救い主 と して受け入れ

ることによって，永遠の平和 と幸福を

見 いだ して いるのです。 キ リス トに対

す る信仰を持 って，私た ちの仲間 にな

って ください。 そ うすれば，救われ る

で しょう。」

私が いぶか しく思 うのは，一体 どれ

だけの人 が， このよ うな教 えによって

偽 りの意味 での保障 に安 ん じているの

か， とい うことであ る。宣教 師 として

十二使徒評議員会補助

セ オ ドア ・Ｍ ・バ ー ト

戸別訪問 していた とき，私 は文字通 り，

何百 とい う人 々が 「もう救 われ てい る

か ら，別 に これ以上 イエス ・キ リス ト

について知 りたい とは思 いませ ん」 と

言 うのを聞いた。 この ことを考 えてみ

て，懐然 とす るのは， そ う言 う彼 らが

間違 ってはいない とい うことで ある。

その牧師の言 った ことは真 実であ るが

問題 は， それが真理 の全部 を伝 えては

いない とい うことにあ る。

私 は，部分的な真理 がいかに害悪 を

及 ぼすかを知 ってい るがゆえに， この

問題には，私個人 と して も関心が ある。

片寄 った知識程危 険な ものはない。 私

たちが必要 としてい るのは， もっ と多

くの真理，つ ま り限 りな い真理で あ り，

それによ って， ついには私 たちはあ ら

ゆ ることを知 るに至 るのである。

人 が 「私は救われてい る」 と言 うと

き，一体 どんな意 味で言 ってい るのだ

ろうか。 一般 的には， それは，彼 らが

死か ら救 われてい ることを意味 してい

る。 この種の普遍 的な救いは，神 の恵

み と してすべての人々に与 らえれ る。

普遍的な救い は，福 音の原 則や律法 に

忠実で あるか否かを問わずに与 え られ

るが，それは単に死か らの復 活に過 ぎ

な いので ある。 この点で，救 いは， 不

死不滅 と同意語で あり，復活 した人は

この状態で永遠に生 きるのであ る。復

活 は， キ リス トへの信仰を告臼 しよう

が しまいが， イエス ・キ リス トの払 わ

れた犠牲 によって， この世 に生 まれた

すべての人 々に与 え られ る。人 は皆，

義人であ ろうと悪 人であろ うと， イエ

ス ・キ リス トを通 じて この不死 不滅 の

賜物を受け るのであ る。

パ ウロは この ことを コリン トに住 む

ギ リシャ人に説 明 してい る。
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「しか し事実
，キ リス トは眠 ってい

る者の初穂 と して，死人の中か らよみ

が えったのであ る。

それ は，死がひ とりの人に よってき

たのだか ら，死人の復活 もまた，ひ と

りの人 によって こなければな らない。

アダムに あってすべての人が死んで

いるの と同 じように，キ リス トにあっ

てすべての人が生 か され るのであ る」

（１コ リン ト１５：２０－２２）

この ように，滅 びの子 を除 く全人類

は，普遍的な救いにあずか る の で あ

る。 この復活に引 き続 いて，「而 して，

残れ る者 たち もまた生 くべ しといえど．

も，彼 らは また再 び 自らの 場 所 に 帰

り，その受 くべか り しものを進 んで受

け ざり しに より自ら進 んで受 くる とこ

ろの ものを受 くべ し。」 （教義 と聖約８８

：３２）

これ ら滅びの子 たちは （ご く少数 で

あろうが），復活 す ることはす るが，

まだ汚れた状 態にい るため， サタ ンの

力か らは贈われないであろ う。 こうい

う人々についてアルマは言 っている。

「…… これ らの人 々はあたか も身代

りに よる罪の贈 いがない と同 じ様で あ

る。それは神 の正義 に照 らして瞭 われ

ることもで きず， また もう朽 ちる こと

がないか ら死 に失せ ることもで きない

か らであ る。」（アルマ１２：１８）

体 を持 ちなが ら， それで何 もす る こ

とがで きないなど とい うことは，私 に

とってほん とうの地獄 のよ う に 思 え

る。 それ以外 の人 々は皆，神の恵み に

より，死，地獄，悪魔， そ して永劫の

苦悩 か ら救 われ るのである。

キ リス トの払 われた犠牲 の真の価値

は，万人 に与 え られる この普遍的な救

い以上 の意味 がある。神が その子供 た

ちのために計画 され た， もうひ とつの

救 いがある。 この救 いは，個人の救 い

であって， それ は恵み に基づ くだけで

な く，福音 の律法への従順 の度合 もそ

の条件 となる。 モル モン経の中であ る

予言者 は， なぜ彼 とその同僚がそれ程

まで にイエス ・キ リス トについて教 え

る ことに関心を払 ってい るのか説 明 し

て いる。・彼の言 葉に よれば，

「だか ら私 たちが力をつ く して書 き

誌 すの は， 自分たちの子孫 と兄弟 たち

を説 得 してキ リス トを信 じさせ，神 と

の一致 を得 させ るためであ り， それは

人が最 善をつ くしては じめて，神 のめ

ぐみに より救 われ ることを知 って いる

か らで ある。」 （豆ニーフ ァイ２５：２３）

私 に とっては，神 と完全 に一致す る

ことは， きわめて重大 な ことである。

私 は契 約の子 であ ることを喜 んで いる

が，そのひ とりとして，神 のみ もとに

連 れ帰 して くれ るもの こそ，個人 の贈

罪 と一致 の概念 なのであ る。 この種 の

条件 つ きの救 いは昇栄 と呼 ばれ る。

昇栄 は，神 の律法へ の従順 の度合 に

応 じて，神 の賜物 として与 え られ る。

自分 自身 の力だけではどのよ うに努

め ようとも， これに到達す る ことはで

きない。 ただ神 の恵 みによってのみ，

この道 は私 の前 に開 かれ てきたので あ

る。 しか し，神 の律法へ の従順 によっ

てのみ，天父 の家族 に属す るひと りの

息子 として，天父 の 日の光栄 の王国で

譲 りを求 め ることが できるので ある。

罪 のあ る状態 で昇栄す る ことはで きず

それち の罪 に打 ち勝 つまで励 まな けれ

ばな らない。

予言者 ア ミュレクが神 につ いて語 っ

た とき， この ことを明確 に説明 した。

「私 は もう一度汝 に言 う
。神の御子

はその民 を罪 のあるままに救 いた もう

ことはできない。私 は神が誓約で言い

た もうた言葉を否定す る ことはで きな

い。神 は不潔な者 は天の王国 に住 む こ

とがで きないと誓言をな さった。それ

で あるか ら， も しも天の王国に住 む こ

とがで きな いな らば， どう して救われ

る ことがで きるか。従 って， あなた ら

は罪の あるままに救われ ることはでき

な い。」 （アル マ１１：３７）

さ らにア ミュレクはキ リス ト降臨の

理由について語 ってい る。

「また神の御子はその民 の罪 を瞭 う

たあに この世に降臨 し，その名を信 ず

るす べての者の罪 とがを負 いた もう。

この ような人 たちは永遠 の生命 を受 け

る者で あって，そのほかには一人 も救

いを与 え られない。

従 って，悪人 は神 の子 に よる罪 の膿

いがなか った と同 じような有様 であっ

て，ただ一つ死 の縄 目だけは解か れる

のであ る。 ごらん， あ らゆる人 は皆死

か ら復 活 して神 の御前 に立 ち， それ ぞ

れの行 いに応 じて裁判 を受 ける 日が く

る。」 （アルマ１１：４０－４１）

こうした行 ないは，真 の意味で信仰

の発露 として起 こって くるもので ある

が，その中には，悔改 め， バプテスマ

聖 霊を受け ること， そ して生涯 の終 り

まで変 わ らず義 しく生活す る ことが含

まれてい る。

私 には， アイダホ州 ボイスの近 くに

住 む ロ ドニー ・モ’イル とい うい とこが

い る。彼 は ソル トレー ク市 に来 る と，

決 ま って私 の事 務 所 に あ い さつ に く

る。私 は彼 の訪 問を受 けるのが好 きで

あ る。 とい うのは，彼が いつ も何か新

しい金 句を残 していって く れ る か ら

だ。 つい先 日の訪問 の折 も，私 に こう

尋 ねた。 「何か あなたに心か らの望み

があって， それ を この世 の向 こうまで

も持 って行 ける とした ら，何を持 って

行 きますか 。」

私 にはその答 えは明白 で あ っ た。

「自 分の 家 族 と愛す る人た ち」で あ

る。神 の律法 に従順で あれば，私 は彼

らを連 れて行 けるので ある。福音の律

法 に従順で ある ことによってのみ，私

と家族 を結びつ ける高い段階の救 いが

得 られ るので ある。

そ うした永遠の家族関係が成立 つ こ

と こそ，昇栄 と永遠の生 命 とい う字 句

の意味す ると ころなので ある。 この家

族 の永遠の結びつ きは，それをかち得

るに必要な代価 を充 分に支払 えば，神

の王国 にお ける受け継 ぎとな るのであ

る。 しか し，同 じ日の光栄 の王 国で も

その ような高い段階の昇栄 を得 るに充

分な従順 さを もってその代価 を支払 わ

なか った人 々は，不 死不滅 のみを受 け

神の家族 とい う組織 の中で永遠 の生命

に あずか ることはで きないのであ る。

すなわち，真 実の， また純粋 な意味

１６１



で の完全 な救 いとは，昇栄 お よび永遠

の生命 と同意語で ある。 このイエス ・

キ リス トを通 して永遠の父な る神のほ

ん とうの家族 の一員に迎え られ ること

こそ，聖典 の繰 り返 して説 くところで

あ り， この地上 に生 まれた あ らゆ る老

若男女 の目標 とす べきもので ある。 こ

の完全 な救 いは，永遠 に続 く家族の結

びつきの中で， またそれを通 してのみ

得 られ るもので ある。

天使 モロナイが ジ ョセブ ・ス ミスを

訪れ て， この神権時代 にお ける福音の

回復 に関する最初 の指示 を出したとき，

予言者 マラキの言葉を，聖書に書 かれ

ている ものとは少 し変 えて引用 した。

「見 よ
，炉 の如 くに焼 く る 日来 ら

ん。すべてたかぶ る者 と悪 を行 な うも

のはわ らの如 くに燃 えん。そは来 る者

たち彼 らを焼 けば なり。万 群の主 は言

う。彼 らを焼 きつ くして根 も枝 も残 ら

ざ らしめん 。」 （ジ ョセブ ・ス ミス ２ ：

３７）

この聖句を理解す るために， 「根 」

は 「先祖」，「枝」 は ．「子孫 」 と解釈 す

るとよい。それゆ え，神殿 に入 り， 家

族 の結固 めを受 ける資格を持て るよう

に神の律法に従順でなければ，めとり

嫁ぎのない状態で，永遠に別離孤独に

生きることになるのである。私が思う

には， この種の存在はほんとうに寂 し

い状態である。自分が愛 し，また愛し

て くれる家族の暖かい影響を受けずに

生活する状態を考えてみるとよい。

このように，その律法に完全には従

順でな く，昇栄を受けるに値する代価

を喜んで支払わなかった人々について

神は言っている。 「この故に，彼 らこ

の世の外に去る時は，めとり嫁ぎする

ことな くして彼 らは天に於て天使に任

命せ らる。而 してこれ らの天使は，彼

らよりも遙かに高き光栄に適 しき，ま

た優れたる光栄，永久の効ある光栄に

適 しき者に奉仕すべき奉仕の僕なり。

これ らの天使はわが律法を守 らざり

し故に，殖ゆることを得ず してただ別

離孤独にて最高の栄に進み得ることな

く救われたるまま永久に変 らず。これ

を以て，彼 らは神々にあ らず永久に神

の天使たるなり。」 （教義 と聖約１３２：

１６－１７）

この理由があるために，主は再降臨

の前に予言者エラ・ｆジャの手によって

神権をあらわすと約束され た の で あ

る。エライジャの使命は，先祖に与え

られた約束を私たちの心に銘 じさせ，

私たちの心を先祖 と子孫 とに向けるこ

とである。もし私たちが永遠の家族の

昇栄という目標に到達できなければ，

キ リス トの再降臨のときに，私たちの

この地上における生涯は，完全に無に

帰するであろう。

それゆえ，自分の家族に思いを向け

主にあって，いかに して自分 とそして

愛する人々が受け継 ぎを得 ることがで

きるか，考えてみるとよい。 ロドニー

の言葉で，もう一度尋ね て み よ う。

「何かあなたに心か らの望みがあって

それを この世の向こうまで持 って行け

るとした ら，何を持 って行きますか」

神の祝福があって，賢明な選択がで

きるように。私は神が生 きたまい，ま

たその神権の権能がこの地上にあるこ

とを証する。その権能を通 し，また契

約の息子，娘 として，その律法に完全

に従順であって初めて，神の王国にお

いて昇栄にあずかることができるので

ある。 このことをイエス ・キリス トの

御名によって証する。アーメン。

永 遠 の 地 平 線

信仰とは何か，信仰はなぜ主を知ることと結びつ くのか

人や国民の持つ最大の資産は信仰で

ある。 この国を建国し，きわめてむず

かしい時代にあって も国を繁栄に導い

た人々は，ゆるぎない信仰の人であり

勇気の人であった。また洞察力のある

人であり，絶えず前向きに物事を見つ

めて，決 して過去に捕われない人であ

った。 これは正に真実である。

同 じことが，主の霊感 と啓示の下に

この教会を設立 し，またその後教会を

築き上げていった人々についても言え

る。彼 らもまた確固たる証 とたゆまぬ

信仰の持主であった。また今築きあげ

つつある人もそうである。

恐 らく今日程，信仰が必要 とされて

いる時代はないであろう。 とりわけ，

神が指導 したもうということに対する

信仰である。一般に，末日聖徒イエス
」キリス ト教会の会員は，神が指導 し

たもうことを信 じている。今の世は神

に対す る信仰を持ち，神が世を治めて

お られるということを信 じる必要があ

る。 この国の人々そして世界の人々は

この国と世界を統治 した もう神を信じ
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る必要 がある。 この神 とは， イエス ・

キ リス トである＝

私 たちの中 には，船で大洋を航海 し

た経験 のある人が た くさん い る だ ろ

う。 そのとき， どち らを向いて も，見

える もの は，水，水，水であ る。眼 で

見 る限 り，空は眼前 に広 くひろが り，

遙かかなたで水 と接 してい る。太陽 は

その水平 線か ら昇 り，夕方 にはまた水

平線 に沈 んでい く。 同 じことが地上で

も言 え る。地平線 が私 たちの視力の限

界であ る。 同 じよ うに，私 たちの霊の

認識 力の限界が，一種 の地平線 とな っ

てい ると言 えないだろ うか。

私 たちの霊 の地平線 はどうで あろう

か。世の物を求め ようとす るこの世 的

な苦闘で限界を作 ってはいないだろ う

か。 肉の物を獲 得す るのに忙 し く， 限

界を作 ってはいないだ ろうか。私 たち

の地平線 は，金 に 目の色 を変 え る世 と

対抗 し，世の物 の獲得 に奔走 して限界

を作 ってはいないだろ うか 。それ とも，

来世 で神 や愛 する者 と永遠 に住む とい

う希望 にまで視界 が達 して いるで あろ

うか。

私 たちの地平線 は，死を越 え，今述

べた ような現世的 な物事を越 えて限 り

な く将来 にまで広が っていなければな

らない。 そ して将来の地平線は，現在

の状況か ら生 まれ る身近な地 平線 と混

同 して はな らないので ある。

私 たちの人生哲学に よれば，生命 は

永遠で ある一 この生命は，前世 にお

いて も初めな く，来世において も終 り

がない。現 世において も来世において

も，幸福は私たちの今の世 の行 ないに

かか ってい る。 それゆえ，私 たちは人

生でいつ もよりすば らしい ものを求 め

るべ きであ る。永遠 の生命 に至 る道 は

主 の戒めに対す る従順 で踏み固 めなけ

ればな らないつ

私 たちはかつて霊 の状態で天父のみ

もとに住 んでいた そ して， この地球

に来 て死す べき体を受 ナ，地上で もろ

もろの経験 をす る 二とになった。 これ

はさ らに偉大 な経験を し， さ らに大い

なる祝福を受 けるに値す るか どうか立

十二使徒評議員会補助

ジ ョセ ブ ・ア ン ダ ー ソ ン

証す る機会で あった。そ して私 たちは

この機会が与 え られた ことを喜 んだの

であ る。

現 世では，天父 の御前 にい ることは

できないが，神 と交 わ ることはで き，

また必要 とあ らばその御声 を聞 くこと

もで きる。聖霊が私 たちに与 え られ，

祝福 を受 けるにふ さわ しく生活すれば

聖霊 は私 たちの導 き手 とな り，伴侶 と

な り，忠告を与 える者 とな る の で あ

る。

ある人 々にとっては，永 遠の存在者

に対 して信仰を持 った り，その御方 が

人間 と交わ る ことがで きる と 信 じ た

り，祈 りを聞 きそれに答 え ることがで

きる， あるいはその御 方が私 たちの霊

の父で あると信 じた りす ることは， 困

難な ことに思 え るか も知 れない。 それ

は，私 たちが，霊 と肉 とい う二元的 な

存在 であ るか らである。 またその御方

が私 たちを愛 してお られ， また戒め を

与 えて， もし私 たちが それ を受 け入れ

て，戒 めに従 って生活す るな らば，来

世 における祝福だ けでな く，現世にお

ける祝福 も受 けうるとい う こともなか

なか信 じられないでい る。

私 たちは今 日，家にいて テレビや ラ

ジオで，我が国や， ヨー ロッパ， アジ

ァ，南米，また アフ リカで起 こってい

ることを見聞でき るし， また この大会

の模様 も一部始終，著 しく進歩 した電

気技術 によって各地 にテ レビ放送 され

て いる。 しか し，以前， その ような時

代が来 るだ ろうと言 った入 は人 々の嘲

笑の的 にな った ものであ る。

私たちは今 日，人類 が月面 を歩 くの

を見 月 と地球 の間の広大 な空間 を越

えて送 って くるメ ッセージを聞き，電

送 して きた写真 を見 てい る。

これ らの ことは，信仰 と努力 と知性

に よって実現 できたので ある。

私 たちは，神 と話す ことがで きるだ

ろ うか。

私 たちの祈 りは，声を あげて も秘か

にて も，天父の もとに届 きうるのだ ろ

うか。神 はそれ に答え る力を持 ってい

るのだ ろうか。

私た ちは ここに来 る前 ，霊界で，視

覚に よって生 活 していた。 だが この死

すべ き状 態にあ る現 世では，信仰 によ

って歩んでいる。神 のみたまは，私 た

ちが神 の子供 であ り，神が私 たちを愛

してお られる ことを，人 の霊 に証 して

いる。 また地上 の生活 には目的が一

偉大 で力強 い目的，輝か しい目的が あ

る ことを証 して いる。神の与え られた

戒 めを守 る ことによ り，知識 と理解 力

が得 られ る こと，敵対 す るものに打 ち

勝つ ことにより経験が積み重 ね られ る

こと，主 の定め られた時に墓 か らよみ

がえ り，ふ さわ しく生 活 していたな ら

最終的には主 の御前 に帰 れ るとい うこ

とを証 してい る。 これ こそ，私 たちが

常に見失 ってはな らない，視界 のき く

地平線 なのであ る。

モルモ ン経 の予言者 アル マは，彼の

時代 のあ る人 々について経験 したこと

を述 べている。 その人 々とは，着物が

粗末 であるために会堂か ら追い出 され

た人 々で， この世の品物に乏 しく，心

の謙遜な人 々で あった。彼 らはアルマ

の所へや って来て， 自分たちの立場 を

説明 し， どう した らよいで しょうか と

尋 ねた。 アルマは，信仰 の原則 を説 明

し，神 の御言葉 を もって答 えた。

信仰 に関 してアル マは 「信仰 とは完

全 に物事 を知 る ことで はな い。それで

あるか ら， あなたたちに もし信仰があ
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るときには， まだ見て いない本 当の ご

とを待ち望 む」 （アルマ書３２：２１） と

説 明 してい る。

アル マは さらに話 を進 めて，彼 の言

葉一 実に神 の言葉 で もあ り，救 いの

福音で もあ る言葉 を， 人が土に蒔 く種

子 になぞ らえた。 も し私たちが，心 の

中 にその種子を蒔 く場所を とっておき

抜 きとった り，主の 「みたま」に逆 ら

った りしなか った ら，また真実の種 子

で あった ら， それ は胸の中でふ くれ始

め るで あろ う。 そ して，種子がふ くれ

始 め ることを感ず る と， その種子が善

い種子 である ことを認 めざるを得 ない

だ ろう。 なぜ な ら， それ は心 を大 き く

開 き，理解 力を増 し， そ して好 い味を

感 じさせ るか らであ ると説 明 した。 さ

らに，種子 ，言 い換 えれば御言葉，つ

ま り福 音がふ くれて芽 を出 し，心 の中

で成長 し始め ると， それが善 い種子 で

ある ことがわか る。従 って， その知識

は完全 とな る。す るとそれは もはや信

仰で はな く，知識 で ある。

福音が真 実で ある・ことを確 かめ るこ

となどで きない とい う人 もい る。 しか

し， アル マが言 うように，神 の御言葉

を聞いたとき， それを不信心の心で抜

き とった り，神 の 「みた ま」 に逆 らっ

た りす る ことが なければ，種子は胸の

中 でふ くれ始 め，心を大 き く開 き，理

解 力を増 し， やがて それが真理で ある

ことを知 らせ るだろ う。

しか しなが ら， これ はほんの始 ま り

で しかない。種子 を養 い育て なければ

な らない。言 い換 えれば，福音の教え

に従 って生活す ることによって， それ

が真 実であ るとい う証 を養 い育て なけ

ればな らないのであ る。

もし， この古代 の予言者 の言 った こ

とを皆 や り遂 げたな ら， その種子 は成

長 して木 にな り，実 を結 ぶであろ う。

しか し木 を放 っておけば，根 はつか な

い。そ して太陽 が出て これを照 らし，

焼 きこがすな らば，しおれて，枯れて し

ま うで あろう。 これは，種子 つま り神

の御言葉が真 実でないためで もな く，

結実 したその実が悪 いためで もない。
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土地が荒地であうて，木が養い育てて

もらえなかったためである６そのよう

にすれば， とれ るはずの実もとること

ができない。

しかし，信仰を持 って，忍耐強 く，

その御言葉 あるいは木を養い育て るな

らば，やがてその実をとることもでき

る。それは最も貴重で，味のよい実で

ある。

私は証 したい。もしこれを皆行なう

なら，すなわちイエス ・キ リス トの福

音にある神の御言葉のこの実験を実地

に試み，戒めに従って生活するな らば

必ずや， この実を腹に満ちるまで食べ

る機会があるであろう。また信仰の報

いを受け，信仰は成長 して，イエス ・

キリス トの福音が真理であるとの確固

たる知識にまで到達するであろう。

必要 とあらば，主の御声は末 日の主

の予言者たちの耳に届き，予言者たち

も信仰を媒介としてそれを聞きとるこ

とができることを証する。また主のみ

こころに一致 し，永遠なる御方 と交通

することができれば，あなたがたや私

でさえ，幕のかなたを見 ることができ

ると証する。

末日聖徒 は，死すべき生涯の経験や

その間に味わう諸問題 またその克服

なくして，さらに復活体な くして，人

の霊は完全な喜びを得ることができな

いと信 じ，また教えている。私たちの

人生哲学によれば，生命は永遠であり，

前世において も初めな く，来世におい

ても終 りがないのである。

この世における幸福も，来たるべき

世における幸福も，この世での行ない

にかかっている。天父の王国において

永遠 の救いと昇栄を得たいと思 うな

ら，神の御言葉である鉄の棒 にしっか

りつかまり，主の戒めに従順に従って

歩まなければならない。

アイザック・ニュー トン卿にこんな

話がある。彼が光の性質について深 く

考えていたあるとき，窓のブライン ド

に穴をあけると，光線が部屋の中に入

って来た。彼が三角形のガラスを持ち

出して，光の所に差 し出す と，虹の七

色が非常に美 しく投映 したのである。

そして このとき人類 は始めて，宇宙の

すべての種類の光線が，白色光線に集

約 されていることを知ったのである。

もっと父なる神に，また天父の愛す

る御子に近づきたいと願 うなら，福音

のすべての原則に従って生活 し，主の

与え られたすべての戒めを守ることが

肝要である。 「宣教師の仕事はすばら

しいですね。一 大事なことだと思い

ます。私は福祉計画や，若人のために

行なっている教会のすばらしい社交計

画に心酔 しています。でもジョセブ ・

ス ミスが予言者であるとか，現在 も予

言者が主か ら啓示を受けて導かれてい

るなんて， 信 じられません。」 このよ

うに言うことはできない。

ある人は， こう言うかもしれない。
「モルモン経は受け入れることができ

ます。でもジョセブが言うように，天

使から与えられたなんて信 じられませ

ん。」

そのような浮き足立った信仰で，ど

うしてキ リス トの真 実の光 を 受けた

り，福音の真実の理解 と光を得ような

どと期待できようか。どうして，主が

忠実なる者に約束された祝福を受けよ

うなどと期待できようか。 もし，様々

な原理のひとつでも取 りこぼしたら，

純 粋な白色光線は得 られな い で あ ろ

う。同様にもし人が福音のあらゆる原

則を受け入れず，それに一致 した生活

を しなければ，その心の中に福音の真

実の光を招 き入れることはできない。

ひとたび，神に対 し真実の信仰を持

ち，神の戒めを守れるならば，神に近づ

いていくだろう。また神 も近づいて来

て くださるであろう。そして信仰はや

がて知識となり，地平線の限界は，永

遠の世界にまで広がるにちがいないの

である。

救い主の愛と祝福を受けながら信仰

を成長させることができるように，主

か ら与え られた戒めを守り，遂にはま

た日の栄の王国で，救いと昇栄を得る

ことができるよう，イエス ・キ リス ト

の御名によって祈っている。アーメン。
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ギ リシャの海 には， た くさん の小 さ

な島があ ります。 ギノは島 の少年で し

た。

ギ ノは山の頂上 めざ して けわ しい道

を登 りなが ら，肩 ご しに下をながめ，

よそ者の マル コス ・ニ カ リスが出発 し

た ときと同 じように元気な足 どりで歩

いてい るのを見て，あ きれて しまいま

した。

「休 もうよ
，マル コス。」

「で も，まだ村 が見 えるよ， まだ そ

んなに歩 いていや しないよ。」マル コス

４ は・　 ゲ海の方まで続いている・マ
ッチ箱 の ように小 さな村の家 なみをな

がめて言 いま した。

「ぼ くたちは
， まだ まだ うん と歩 か

なきゃな らな いんだ」 とギ ノは言 いわ

けを しま した。 マル コスが肩 の重 い荷

物 をおろす のを見て，ギ ノはいや な顔

を して こう聞かず にはい られ ませんで

した。

「君 はなぜそんな にい ろい ろな道具

を持 って来 たんだい。ぼ くは毛布 と食

べ物 しか持 って来 なかったのに。」

「山登 りって ものには
， これが全部

必要 なんだ よ。」 マル コスは，がん と

してゆず りませ んで した。そ して，ギ

ノのお じいさんがか いて くれた地図を

ひろげ なが ら言 いま した。 「ぼ くたち

は今 ど こにいるんだ ろう。」

「大体 このへんだ
。」 とギ ノは 指 さ

しなが ら， はき出す ように 言 い ま し

た。ギ ノは， マル コスの道案 内を して

古 代の神殿 の遺跡 がある所 まで長 い山

道 を行 くなんて， ま っぴ らだ と思 って

いま した。 ところがお じいさんはど う

して も行 け と言 います。

マル コスのお じいさん は昔 この島 に

住 んで いて，ギ ノの お じいさん とは子

供 の頃か ら友だ ちで した。 しか しマル

コスが この島へ 来 た の は初 め て で し

た。 マル コスは，お じい さんが何度 も

話 して くれた遺跡 を前 か ら見に行 きた

い と言 っていま した。

ギ ノがマル コス といっ しょに行 くの

をいやが って，ぶつぶ つ不平 を言 って

い ると， お じいさんは， 「友 だちのス

テパ ノや コンスタ ンチンといっ しょに

行 くがいい」 と言 いま した。

１６５
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「あいつ ら行か ないよ
， マル コスが

き らいなんだ もの。」 ギ ノは言い ま し

た。

「き らいって ……まだ マル コスが来

てか ら，何 日もたって いない じゃない

か ……。」お じいさん は， いぶか しそ う

に百 いま した。

「マル コスのやつ は
， アテネの家は

大 きいとか，大 きな自家用車があ ると

か， ほ らばか りふ くんだ。あいつの話

は， イタ リアやス・ｆスや フランスの山

に登 ったなんて いう話ばか りなんだ。

あいつ は，ぼ くたちがいなか者 で何 も

知 らない と思 ってい るの さ。」ギ ノはマ

ル コスが さもに くら しそ うに， いやな

顔 を しなが ら言 いま した。

お じい さんは，ギ ノの言葉 が聞 こえ

なか った ような顔 を して， こう言 いま

した 「マル コスのお じい さん とわ しは

よ く山に登 ったよ。楽．しか ったなあ，

あの頃は。」

「だ って
， おじいちゃん， マル コス

１６６
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のお じいさんとは友 だちだ ったんで し

ょう。 よそ者 じゃな くて 。」

ギノはお じいさんの言葉を さえ ぎって

言 いま した。

「ギ ノ， よそ者 というのは どうい う

意味 だね。」

「よそ者 って
，知 らな いやつで，知

りた くもない連中の ことさ」ギ ノは肩

をす くめて言 いま した。

「そうか
， しか しお前 はその考 えを

変 えな くちゃなるまいな」お じい さん

は言 いま した。

ギ ノは， 自分の とはだいぶちが う，

マル コスのがん じょうな登 山 ぐつや．ど ’

とのったみ じた くに 目をや りま した。

「お じいち ゃん はまちが ってい る
， マ

ル コス はや っぱ りよそ者 さ」 とギ ノは

思 いま した。

「ギ ノ
，なぜ君 の友 だちはぼ くをさ

けるんだい」 とマル コスはたずねま し

た。ギ ノはお じい さん と話 した ことを

いろい ろ思い出 していま したがわれに

かえ って，

「なぜそんな ことを聞 くんだい
」ギ

ノは急 にぱ っと立 ちあがって， マル コ

スの言葉 をかわ しま した。 「さあ，行

こう。 ずいぶん長 い こと休ん じゃった

な。」

マル コスは肩をす くめてついて来ま

した。昼 ごろにな ると，ふた りはあた

り一面岩で，絶壁 のふちに あるせまい

山道 にさ しかか りま した。ギ ノたちは

その道 に入 る手前のまだ少 し広い道 で

休み，食事を しま した。

「どうや らうまい ぐあいに早 く来 ら

れたね。 日が暮 れ る前 に，遺跡 に着 い

て キャンプが はれそ うだ」

「そ うだね」 マル コスはギ ノが手わ

た したチ ーズ入 りのパ ンをほおば りな

が ら言い ました。 「ぼ く，肉 とくだ も

のを持 って来たよ 。」

「はあ 一ん
，その重 そ うな荷物 は何

か と思 った ら，そんな ものが入 ってい

たのかい」ギ ノは言 いま した。

「うん
，ほかに もあ るんだ。」

「ああ
，ああ，君 はベテ ラン登 山家

だ った っけね」ギ ノは， いやみたっぷ

りに言い ま した。

「そ うさ」 マル コスはにや りと笑 い

ま した。

「この
，ほ らふ きっ」 とギ ノは思わ

ず言 って しまいま した。

「ぼ くがほ らふ き だって
。 ち が う

よ。ぼ くが言 った ことはみんなほんと

うの ことだ。」

「もういいよ。」

「もういい って ？ふん，君 たちはど

うなんだい。君 たちだって水泳や ダイ

ビングの ことで， さんざぼ くに自慢 し

た じゃないか。君 たちだ って，町 より

もここの方 が楽 しいって， さんざほ ら

をふいて聞かせ た じゃないか 。」マル コ

スは カンカンになって言 いま した。

ギ ノも黒 い目をむ いて言 いま した。

「ぼ くたちは
， ほ らなんかふ いて いな

いつｏ」

「ああ
， そ うだ ろうとも。それで君

たちは， ぼ くが ナメクジを クジラだ っ
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て い うぐらいで っかいほ らをふいたっ

て言 うんだな」 マル コスは，い きな り

立 ちあが って こう言いま した。 「帰 れ

よ，ギ ノ。ぼ くはひ とりで行 く。君 は

お じいさん に言われたか らいやいや来

たんだ ろ う。」

「待て よ
．／マル コス ／」ギ ノは， マ

ル コスが荷物 に手をかけて狭 い道 を登

りは じめたのを とめよ うとしま した。

そ して マル コスの後を追 って走 りか

けた とたん，足 もとの不安定 な岩 が，

ズズ ー ッと くずれて，ギ ノはがけっぷ

ちの道を落ち始めま した。彼 は叫び声

を あげて，やぶの枝をつか もうとしま

した。 しか しその枝 も指 の間か らず る

ず るとすべ るばか りで，ギ ノが転落 す

るのは時間の問題で した。ギ ノはがけ

っぷ ちの道か ら３メー トル ほど下の大

きな岩 に しがみつ きま した。

「マル コース ／たすけて くれ 一／」

ギノはさけび ま した。ギ ノはか ろう じ

てが けにへば りつ いて いま した。助 け

にもどって来た マル コスの顔 が， がけ

の上 か らのぞ きま した。

「よ し，待 って いろよ， ギ ノ。 ロー

プを おろ してや る」 マル コスは さけび

ま した。

「ロープなんか持 って来 な か っ た

よ」ギ ノはうめ きま した。

「ぼ くが持 って る」 とマルコスは大

声で言 うと姿 を消 しま した。 そ してす

ぐひ き返 して くる とじょうぶそ うな ロ

ープをお ろして くれま した
。

ギ ノは助 か りま した。 ギ ノは道 のま
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一
ん中 にすわ りこんで，心 か ら 「あ りが

とうマル コス。君 はぼ くの友 だちなん

だね」 と言 いま した。

「ぼ くは ロープ をおろ しただ けさ
。

君 だ って同 じこ とを して くれ た ろ う

さ。」 マルコスは表情 をか えて 「友だ

ちだ って」 と聞きま した。

ギ ノは マル コスの肩 に手 をおいて，

「君 の顔 が
，がけ っぷちに見えた とき

「あ， こいつ は友 だちの顔 だ」 って思

った よ，信 じて くれ るかい。それか ら

… … まだ言 いたい ことが あるんだ
。」

ギ ノはにっこり笑 いま した。 「ぼ くた

ちはた しか にほ らをふいた よ。 あれは

君を意識 して よ く見せ ようとしたか ら

なんだ よ。」

マル コスは，はずか しそ うに笑 いま

した。 「ぼ くもそ うだよ。 ぼ くは君 や

君 の友 だちに注 目されたか ったんだ」

ギ ノは笑 いま した。 「あ した帰 った

ら， お じいち ゃんに言 わな くちゃ。」

「何 をだい
， ギ ノ。」

「よそ者 ってい うのは
，知 らないや

つで，知 りた くもない連中 の こと じゃ

な くて……」 ギ ノは言葉 をさが しま し

た。

「そ うだ／ほん とうは早 く友だ ちに

な りたい と思 って いる人 なんだ 。」

１６７



ル ツ と し ゅ う と め の ナ オ ミ は， と て～も び ん

ぼ う に な っ て，ベ ツ レ ヘ ム へ 帰 っ て き ま し た。

ベ ツ レ ヘ ム で は， そ ろ そ ろ 大 む ぎ の か り い れ

が は じ ま る こ ろ で し た。 そ の こ ろ ベ ツ レ ヘ ム

で は， ま ず し い 人 た ち は， お ひ ゃ く し ょ う さ

ん が こ ぼ し た む ぎ の ほ や ぶ ど う の ふ さ を ひ ろ
ほお りつ

っ て も よ い と い う， お 目 こ ぼ し の 法 律 が あ り

ま し た。

あ る 日 ル ツ が ナ オ ミ に 「は た け に， お ち ぼ

を ひ ろ い に 行 か せ て く だ さ い」 と い う と， ナ

オ ミ は 行 っ て も よ い と い い ま し た。

ル ツ が お ち ぼ を ひ ろ っ て い る と， そ の は た

け の 主 人 の ボ ア ズ が や っ て き て， お ひ ゃ く し

ょ う さ ん た ち に， 「あ の む す め さ ん は だ れ だ １

ね」 と き き ま し た。 お ひ ゃ く し ょ う さ ん た ち １・

は， 「あ の む す め は， モ ア ブ か ら し ゅ う と め の

ナ オ ミ ど い っ し ょ に や っ て き た の で す。 ナ オ

ミ は， 夫 も む す こ た ち も な く して し ま っ た の

で す。 あ の む す め は， 朝 早 く か ら， 少 し も や

す ま ず に は た ら い て い ま す」 と い い ま し た 。

そ れ を き い て ボ ア ズ は ル ツ に 「ほ か の は た

け に は 行 か ず， ず っ と わ た し の は た け で は た

ら き な さ い。 の ど が か わ い た ら， 水 も あ げ ま

し ょ う」 と い い ま し た。

ル ツ は， 「な ぜ わ た し の よ う な も の に， し

ん せ つ に し て く だ さ る の で す か」 と た ず ね ま

し た。 す る と ボ ア ズ は 「あ な た が， し ゅ う と

め の た め に い っ し ょ う け ん め い は た ら い て い

る の を， よ く知 っ て い ま す。 神 さ ま の し ゅ く

ふ く が あ り ま す よ う に」 と い い ま した。

そ して ボ ア ズ は， お ひ ゃ く し ょ う さ ん た ち

に， わ ざ と む ぎ の ほ を こ ぼ し て， ル ツ に た く

さ ん ひ ろ わ せ て や り な さ い， と い い ま し た。
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ゆ う が た に な る と， ル ツ は た く さ ん の お ち

ぼ を か か え て 家 に か え り， そ の こ と を ナ オ ミ

に 話 し ま した。 ナ オ ミ は と て も よ ろ こび ま し

た。

神 さ ま は ル ツ を し ゅ く ふ く し ま し た。 ル ツ

は 大 む ぎ の か り入 れ の と き も， 小 む ぎの か り

い れ の と き も ボ ア ズ の は た け で， お ち ぼ を ひ

ろ い ま し た。

ボ ア ズ は と て も ル ツ が 気 に い り ま し た。 そ

して， ル ツ と け っ こ ん す る こ と に し， も と ナ

オ ミ の 夫 が も っ て い た 土 地 を 買 い と っ て， 大
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ぜ い の 町 の 人 や 長 老 た ち の 前 で，「わ た し は，

ナ オ ミ の 夫 の 土 地 を 買 い と り ま し た。 そ し て

モ ア ブ び と で あ る ル ツ を わ た し の 妻 に し ま

す」 と い い ま した。

す る と 町 の 人 や 長 老 た ち は 「神 さ ま が あ な

た の 家 庭 を し ゅ く ふ く さ れ ま す よ う に」 と い

い ま し た。

ボ ア ズ は ル ツ と け っ こ ん し， ナ オ ミ も い っ

し ょ に く ら し ま した。

ル ツ は 男 の 子 を 生 み， そ の 名 を オ ベ デ と 名

づ け ま した。．ル ツ も ナ オ ミ も， 神 さ ま の み め

ぐ み を， と て も か ん し ゃ し ま し た。

１お９
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こた え

子 どもの ころ， お とうさんか

らとて もすば らしいお話 を聞 き

ま した。

お とうさんが伝道 にで た ころ

は，お金 も持 ってい きませ んで

した し，み じた くもかんたんな

もので した。食べ ものやね ると

ころ，それに着 るものは， みん

な神 さまか らいただ けると信 じ

ていたのです。

その とお り， お とうさんが伝

道 してい るときは，食べ もの も

・た くさんあ りま した し， ね ると

ころにも こま りませ んで した。

で もいちどだ け， きてい るもの

があんま りみすぼ らし くな った

ので，かな しくな った ことがあ

りま した。 あま り歩 いたので，

くつ にはあな があき， コー トと

ズボ ンはや ぶ れ て ・しまい ま し

た。 それ にシャツもよれよれに

な り， おまけに木の下 を とお っ

た ときに，ぼ うしをえだにひ っ

かけ， あなを あけて しまい ま し

た。 おと うさんは， あた らしい

よ うふ くがかえ るようにおいの

ノ集
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りしま した。

それか らまもな くしてつ ぎの

町 につ くと， お とうさんあての

手紙 が ３つ うきて いま した。 あ

けてみる と３つ うともお金が は

い って います。 そ こです ぐに よ

うふ くやへ行 って，ひつ よ うな

ものをみ んなち ゅうもん しま し

た。ぜ んぶでい くらにな るかを

たずねた お とうさん は，び っ く

りして しまい ま した。 なぜ っ

て，手紙 の中 にはい っていたお

金 とき っち りおな じだ ったか ら

です。

「あれ は， おいの りが こたえ ら

れた んだ よ。」 お と うさん は い

つ もそ うい ってい ました。

伝道を はじめて １年半 ほ どし

た ころ， おとうさんには， なや

み ごとが あ りま した。 お金 がな

くて，おか あさんのたん じょう

日のおいわいになに も買 って あ

げ られない とい うことです。で

も，それ も神 さまがたす けて く

だ さい ました。 どうな ったかを

お とうさんか ら話 して もらいま

しょう。

「おとうさんはね， い っしょう

けんめいだん じきして おいの り

したんだよ。 その ころお とうさ

んたちは， カンバ ラン ドの山 な

みのち ょう上 ちか く，人の あま

りすんで いない ところにいた。

あ る日，長 い ことだれ も とお

った ことがない よ うな道を歩い

ていた ら， きれいなブ ローチが

お ちていたんだ。 ひろ ってみる

と， まだぜ んぜ んつか っていな

い もの ら しい。 『おいの りの こ

たえですよ』 お とうさんの どう

り ょうのせ ん きょうしはそ うい

った。

それか らい く日かその近 くの

家を「 けん一 けんたずねた んだ

がだれ もブ ローチの ことを しら

ないんだよ。 それで おと うさん

はは こにいれて， おか あさんに

お くってや った。 ．’クー ，．

〆 さ で

おか あさん はもち ろんび っ く

りした よ。お とうさんにはそん

な もの買え る１わ けないんだか ら

ね。伝道がおわ って家 へかえ り

おいめ りが こたえ られた話 を し

た ら，おかあ さんはむねにつけ

ていた「その ブローチをはず して

しまっちゃったんだ。な くす と

たいへんだか らってね。」 ．

その ブローチはいま も家 にあ

り，お とうさんが伝道 した ころ
ノ

μ）ことをお もいだ させ て くれ ま

すσ ・々ぞ くに と．らて もいち憾 ん

たいせつな’も１の℃す。
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高校時代私 は， ボ クシング の世界ヘ

ビー級 チ ャンピオンになろう と決心 し

た。当時は不況 で， それが私 の知 る限

り百万長者 にな るための唯一 の手 っ取

り早い道であ った。私 は図体 ので かい

少年だ った し，高校 のアマチ ュア大会

で何回か勝 ち続 けていた。 ほんの ２，

３年 もすれば手に入 るものが次 々 と頭

の中に浮かんで，私 を誘惑 していた。

もっとも， まだそれ程た くさん試 合に

は出て いな い し，おそ らくは第一線 で

戦 える選手 にな るには， だれか熟練 し

た人 のコーチを受け る必要が あること

に， 自分で も うす うす気づいていた。

やせて はいるが筋肉質でチ ビの男が

隣 に越 して きて，そ の顔を一 目見た と

き，私 は求 めて いる人がす ぐ近 くに来

た ことを感 じた。彼 の引 っ越 しを手伝

いにかけ出 して いったが，私 はい きな

り彼 に 「あなたはボクシング の選手で

すか」 とたずねた。彼 はにや っと笑 っ

て言 った。 「わかるかね，坊 や。 そう

だ。プ ロの試合 に ７，８０回 ぐらい出た

かな。」

「僕 も選 手なんです」 と言 うと，彼

は私を眺めてか ら 「うん，良 い体格を

して いる」 と言 った。私 は続 けた。

「で も僕 は，本 格的な訓練 はまだ何 も

受 けてい ません。少 しでいいです か ら

教 えて くだ さいませんか。’僕 は今 まで

出た試合 には全部勝 っています。」 ち

ょっ とた め らった後， 「よ し， オーケ

ーだ。いつか私の車庫 まで来 な さい」

と彼 は答 えた。

私 は待 たなか った。その 日の午後 出

かけて行 った。彼 は私の熱心 さにち ょ

っとほほえみ を浮かべ たが，荷物 の中

か ら暫 らくかか って，大 きなスパー リ

ング用 のグ ラブを出 して きた。彼の体

重 は １２０ポン ドか １２５ポン ドぐらい，

私 は １９０近 くあった。 シャツを脱 いで

か ら， 「僕 はあなたよ りち ょっと重い

みたいですね」 と言 ってみ たが，彼は

それには答 えず， グ ラブの ひ もを締め

なが ら言 った。 「さて坊や，俺 は勘で

与 え られてい る ものを活用 しな さい

打 つんだ。考 えてか ら打 つなんて俺 に

はできない。す きが あった ら遠慮 な く

打 つか らね。 もし俺 が必要以上 に強 く

打 って くると思 って も， わざとや って

いるん じゃない ことをわかって もらい

たい。」「はい， わか りま した。僕 も遠

慮 しないで打 つ ことに します 。」私 はそ

う言 った。彼 は私 の顔 を見上 げたが，

今 度は笑わなかった。 ただ 「悪 く思 う

な よ，坊 や」 とだけ言 った。

後 の話はみ じめ とい うほかない。私

は彼に触れ ることさえできなかった。

一 彼に触れ ることさえで きなかった

のだ。 ほぼ １分後， 自分で気づかない

うちに大 きなす きがで きた とたん，彼

のパンチが私の あごを とらえた。 その

巨大 なスパ ー リンググ ラブには鉄棒 で

も入 って いるかの ように思われた。私

は もん ど りうって倒れて しまった。ま

だ完全 に ノックアウ トされたわけでは

なか ったが，相 当に目を回 していた。

意識が もどってか ら見上げ ると，彼は

グ ラブを外 して いると ころだ った。私

は飛 び起 きて言 った。 「もうやめ るん

ですか。 アマチュアとプロの違いはわ

か りま した。で も， あなた に教 えて も

らった ら……」彼 はグ ラブを外すのを

やめず首 を横 に振 るだ けで あった。百

万長者 の夢 は しぼみ始 めた。私 はなか

ば混乱 して彼 に とりすが り， 「どうか

教 えて ください」 とたのんだが，彼 は

私を振 りは らった。

ち ょうどその とき，小 さな金 バエが

飛んで きた。彼 は手 を伸 ば してそれ を

つか まえた。 そ して 「さあ坊 や，今度

のハエをひ っつかむんだ」 と言 った。

次の瞬間であ ったか，動 きの鈍 い老 い

ぼれバエが近寄 って きたが，私 はそれ

を ２度 も取 り逃 が したのだ。 もうす こ

しでつか まえ られ るところまで もいか

なか った。彼は言 った。 「それが君 の

欠点だ，坊や。君 の反 射神経 ではボ ク

シング はで きない。 これか らもよくは

なるまい。 こればか りは君 には どう し

よ うもな い ことだか らねえ，君 。背 が

高 いほ うだが，今 まで にバスケ ッ トボ

ール をやる気 になった ことはな いのか

ね。」

私 はよろめ くよ うに家 に帰 った。全

世界 がまわ りで音 をたてて崩れて い く

ようであった。私 の母 は人生 の大半を

病床 で過 ごしてきた人 で， この 日も病

気 で寝 ていた。実 際それが彼女 の最後

の夏 とな った。私 は自分が み じめで な

らなか った。母 の所 に行 って今 日起 こ

った ことを聞かせ た。 「なぜ僕 は こう

なんだろ う。 なぜ僕 の反射神経 はよ く

ないんだ」その ことで不平 を並 べたて

てい ると，母 は少 しうんざ りしたよ う

であ った。母 は苦痛 を感 じていた。 そ

して遂に きっぱ りとこう言 った。 「あ

あボ ビー，お前 に与 え られてい るもの

で十分なんだ よ。」

今 まで母が私に言 った ことで， 「お

前に与え られてい るもので十分 だ」 と

いう言葉 ほど役 に立 ったのは， ほかに

はあま りない。あなたが心弱 く不満 だ

らけに感 じる ことがあ って も， ヘ ン リ

ー ・ジェイ ムズの有名な句を借用 すれ

ば一 「何物 も失 わない種類 の人」一

である限 り， あなたに与え られてい る

もので十分だ とい ラことを私は力説 し

たい。 あなたはき ょうと同 じように無

知 である必要 はな い し，不器用であ っ

た り不用意で いた りす る必要 もない。

あなたの持 っている力を元手に して，

積極的 に前進 できるのだ。

他愛 ないテ レビ番組を見 ないで何冊

も良書 を読破す るなど とい うことは全

く気 の進 まないお もしろ くない ことだ

と考 えた りしてはいけない。 あなたは

その とき， 目ざす人生 を生 きて いるの

だか ら。 リチ ャー ド・Ｌ ・エバ ンズ兄

弟が好 んで言 っていたよ うに 「何か を

実現 したい と思 うときには， もうす で

にそれは始ま ってい るのである。」

ロ バ ー ト ・Ｋ ・ トマ ス

ユ タ 州 プ ロ ボ
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この記事は，教会の教義を宣言するものではな く，読者に

とって参考となり何 らかの助けを与えるためのものである

質 疑 応 答

「どんな人が，

か 。」

あなたの娘の理想的な夫になると思います

ス テ ラ・Ｈ：・オー ク ラ

プロボ市立学校

教育一般および成人教育指導主事

女性は大体若いモルモンの男性の中に，現実的な能力と永

遠の観点から見た長所を見つけようとするものですが，その

１７４

観察眼に鋭 さの差 こそあれ，女性たち，中でも母親は，事実

上仲人役を果た しています。

私は，娘 を誘 いに立寄 った入が，家族 といっ しょに くつ ろ

げ るような人 で，何 時に帰宅す るのか デー トの予定を話 して

くれ る人， また， やむをえない事情で遅 くなる ときには電話

な どでその 旨 知 らせて くれ るような 人を望みます。 要す る

に，人 の気持 を誠実 に考慮す るよ うな人を望み ます。

自分 に 自身 を持 ち， また男性で ある こと一男 らしさ一に 自

信 があ り，服装，外観 がきちん としている人，親切で優 しく，

暖 か味 があ って，何事 に も関心 のある人を私 は期待 していま

す 。 この ような特性 がな くて は，女性 らしさを発揮す ること

はで きませ ん。女性 は，男性 のか たわ らにあって，助け手 と

な るように創造 され ま した。 しか し，男性 はまた愛に よって

この献身 を呼びさます必要が あ ります。

私 は， はなやか な ロマンス にあ こがれ る少女の願いをかな

えて くれる， 「騎士」 のよ うな人 を期待 します。 シェイ クス

ピアはその ことを簡潔 に こう言 って います。 「だれ しも恋人

を愛す る ものだ。」 私 は， 人格を洗練す るすば らしい芸術 ，

つま り音楽 や文学， ダンス，演劇 などを好む入を求 めます。

私 は若 いモル モンの男性 に，完全な状態ではな く，可能性

を求 めます。可能性 のある人が技能や能 力を伸ば してい くの

を見 るのは うれ しい ことです。そ のモル モンの若 い男性 は，

模範的 な良 い両親 の もとに生 まれ，そ の手本に従 って育 った

ことで しょう。

神権 を尊 び， 自分 は神 の息子で あって，家族のか しらとな

る ことがで きる， また永遠の家族 の鎖の一環 とな るのだ， こ

うい う信仰 を培 って ゆける人 を私 は望み ます。安息 日には，

い るべ き所 にいて，霊的 な事柄を よ く受け入れ，霊的な業 に

人 と快 く携 われるよ曽うな人で なければな りません。

大志 を抱 き，卒先 して事 にあた り，つ らい仕事 も良 く処理

でき る人，生活 のか てを得 る力 も着実 に伸ば してい る人でな

ければな りませ ん。聖 典 は男 性 の務 め を 明 らかに していま

す。

「もしあ る人が
， その親族を， ことに自分の家族をかえ り

みない場合 には， その信仰を捨て たことにな るのであって，

不 信者 以上 にわるい。」（１テモテ ５ ：８）

この競争 の激 しい社会 にあって，生活力を身につけ るには

勇気が求 め られます。若 い ときか ら責任感を もつ ようになる

ことが必要 です。 テ レビを見 るばか りで ろ くに独 創的な こと

を しないで，それに甘 ん じて いる若 い男性 は，母 親の庇護 の

もとで， とて も自信 を培 うことなどはで きないで しょう。

子供 を愛 し，主 の道 にそって子供を導 く責任を喜んで引き

受 け る人 を私 は求 めます。 どの母親 もやがてはおば あさんに

な ることを考 える ものです。



私が求 める人 は， よ く祈 る人で， 「みたま」 の導 き とささ

やきを信 じて，将来 に何の不安 も抱 くことのない人 です。 こ

のよ うな人 は，みた まの勧めに従 い， やがては証 を述べ，地

域社会 に雄 々 しく貢献す ることで しょう。

「どんな人が，あなたの息子の理想的な妻になると思います

か。」

ドウ ィ ッ ト・Ｊ・ポ ー ル

祝 福 師

ニ ュー ジ ャー ジ ー州 シ ョー トヒル ス テ ーキ 部

末 日聖徒の親は，最近の性の乱れや，高い離婚率，家庭崩

壊を真剣に見つめると， このような社会情勢が， 自分の息子

や娘の結婚にどのような影響を与えるか憂慮せざるを得ませ

ん。 このような憂うべき状況下にあって，適切な伴侶を選ぶ

ことは，今までにな く大切なことです。

私には５人の息子がお ります。もし社会の慣習が，息子の

妻を選ぶ責任を父親に与えるのであれば，私は，誠実で活発

な教会員を求めるで しょう。私が求めるこの人は誠実で活発

な末日聖徒の家庭がどのようなものか，理解 してくれるもの

と思います。将来義理の娘になるこの人は，恐 らくこれか ら

私が描 こうとしている典型的な妻の姿からは距離があるか も

知れません。 しか し，誠実で活発な会員であるという背景が

あれば，典型的な妻になる至近距離にいるといえ るで し ょ

う。

もし，息子と妻が，お互いに多くのことに共通の関心をも

ち，共通の宗教的背景に加えて，教育の面でも社会的にも，

経済的にも，大体同等の背景を持ち合わせているなら，」頂応

性 とか相性といった問題を軽減できるで しょう。大学で学位

を取 り，専門的な職業を身につけた女性 も，望ましいことで

はありますが，それよりももっと大切なことは，絶えず成長

し進歩 してゆこうとする希望に燃えていることです。もし女

性がある種の才能や技能，例えば，音楽や他の芸術に秀でて

いる，あるいは興味をもっていて，縫い物や料理の能力があ

るな ら，それはよいことです。またもし， この花嫁候補が，

お金の値打ちをわきまえていれば，なお結構なことです。

私は息子のために，快活で明朗な性格の人，暖か味のある

愛情に富んだ人，ふさわしいときにその愛情を示せるような

人を妻に選ぶで しょう。私はそんな人を，愛情に満ちあふれ

た家庭か ら捜 し求めるでしょう。その女性は理解に富む，親

切で，思慮深い人，さらに何にも増 して，利己的でない人で

あって欲 しいです。知的で霊的な心の持ち主で もあって欲 し

いです。これといって問題がなく健康で，容姿 も魅力的な人

が望ましいです。 この後者の特質は，人それぞれによって違

います。必ずしも美人 コンテス トに出られるような人である

必要はありません。 しかし， この花嫁候補は夫の目に快 く’映

る方がよいことは確かです。理想的には，女性は相手の男性

より少 し若い方がよいでしょう。

最後に私は息子の妻 として，第一に家庭を築いていく人で

あって欲 しいのです。そのような人であれば，家事にしかめ

っつらをすることはないで しょう。母親であることは女性に

とって最 も重要なことで，第一の使命でなければ な りま せ

ん。ですか ら， この女性は子供を愛 し，自分の家族を養育 し

たいという強い望みを持っていなければなりません。以上の

ことに備えるには，充分に成熟 している必要があります。そ

れでこの女性の母親は，娘 との密接なきずなを次第にゆるめ，

根が独力で物事を考え，行なってゆ くように配慮 しなければ

いけません。

この素敵な恋人と私のむすごが，互いに熱烈に愛 しあい，

その愛が この上なく美 しいものであって，主の神殿で今 も永

世にもわたって結び固め られたいと願 う程のものであって欲

しいと期待 しています。私はふたりが若いときのロマンチッ

クな愛の喜びを見失うことがないように望んでいます。 しか

し，またこのロマンチックな愛は成熟 した夫婦のきずなに至

るほんの始まりであって，主 と共にふたりが協力して，不死

不滅と永遠の生命を結実させる偉大な目的を成就 していくの

だということをはっきり理解するように望んでいます。

私はもちろんこの忠実なモルモンの少女が純潔であること

を前提としています。正式に届け出て婚姻関係にはいる前に

婚前交渉を持つことが望 ましい実験であると大 目にみられて

いる昨今，私は取越 し苦労をしているのでしょうか。私はそ

うは思いません。私が描いた理想的な伴侶にとって，そのよ

うな実験は必要ありません。 この女性 と息子は交際期間を持

ち，婚約 し，その結果健全な基盤の上に結婚することで しょ

う。またその間，お互いに正 しい相手を選んでいるかどうか

を見きわめるため，主に導きを求めることで しょう。

さて，以上いろいろと述べてきましたが，最後にもう一度

１７５


